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契約モジュールの対象ユーザ
Assetbenterの契約モジュールは、設備や資産用に以下の契約を締結する企業
向けに設計されています。

• 保険契約
• レンタル契約またはリース契約
• メンテナンス契約
• ライセンス契約
• 一括発注

契約モジュールのリース部分では、資産のリースにおける各段階を管理でき
るようになっています。

主に以下のユーザが契約モジュールを使用します。
• 財務管理者
• 購買管理者
• バイヤ
• ポートフォリオの管理者
• 法律顧問
• 資産トラッキングの管理者

�はじめに（契約)
序文
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契約モジュールの使用目的
契約モジュールは契約の文書化と管理に使用されます。
• 契約条件
• 利害関係者
• 賃貸料、ローンと税金
• 経費
• 契約に関連する資産と従業員
• 貸主と借主間の事務手続き
• リース契約の終了
• レポート

契約モジュール内のリース部分は、所有資産の総管理費用（sbn L sot\l bost
of n•nership）の管理に非常に有用です。f\rtner froupは、リース契約を適切
なソフトウェアで管理することが、hs資産管理のコスト削減を図る最大の秘
訣であると述べています。

本マニュアルの使用方法

契約の章
この章では、契約モジュールの基本的な機能の使用方法について説明しま
す。

ここでは、リース契約とアプリケーションサービス契約に関する詳細は省略
します。

この章では契約モジュール機能の概要をつかむことができます。

「リース L 概要」の章
この章では、契約モジュールがリース契約の特性を管理する方法を説明しま
す。

ここでは、契約モジュールのリース部分の概要をつかむことができます。

「リース L 実用例」の章
契約モジュールのリース部分の機能を、Assetbenterのデモ用ベースで実行で
きる用例を使って説明します。

この用例では、契約作成から資産の返却までの段階が記述されています。

この実用的な例により、契約モジュールの大部分のテーブルと、頻繁に実行
するタスク用ツールの使用方法を習得できるようになります。
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契約モジュールの使用に慣れるためには、この章を通読してください。

マニュアルではこの後、各操作やテーブルの使用に必要な情報をまとめてい
ます。

「リース L リース資産」の章
ここでは資産に直接関連するリースの管理方法を説明します。
• 追加
• 承認
• 更新
• 返却
• 購入（買い取り）
• 損失

Assetbenterでこれらの操作を実行するための手順は、この章を参照してくだ
さい。

「リース L 賃貸料」の章
この章では契約賃貸料を計算する手順を紹介します。

以下の目的用にこの章を通読してください。
• 既存の計算方法の概要をつかむ
• 計算方法を導入する
• 資産の追加または削除がもたらす結果を理解する

「リース L 経費」の章
この章では、賃貸料に関連する経費計算を自動化し、計算結果を表示する方
法について説明しています。

ここでは経費計算の実施方法を習得できます。

「アプリケーションサービス」の章
この章には、Assetbenterでのアプリケーションサービス管理に必要な情報が
含まれています。
• 例
• 実施
• 管理される情報の説明
• 実用例

アプリケーションサービスの管理についてはこの章を参照してください。
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「用語解説（契約）」の章
契約モジュールでは専門的な用語が使用されています。契約モジュールの主
要用語は用語解説にまとめられています。

用語の理解にはこの用語集を通読してください。

「参考情報（契約）」の章
参考情報が記載されています。

契約モジュールに関連するAssetbenterソフトウェアの全コンポーネントにつ
いて、また補足の詳細情報については、この章を参照してください。
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Assetbenterでは、取引先との間で締結された契約（メンテナンス契約、保険
契約など）を管理できます。

Pつの契約に複数の契約を関連付けることができます。

契約は階層構造になっており、すべての契約がPつのテーブルで管理されま
す。

本章では、Assetbenterにおける契約の機能について説明します。

契約のリストを表示するには、［契約］メニューの［契約］を選択します。

契約の詳細画面に表示される一連のタブとその内容は、作成する契約の［タ
イプ］（rpk名：sesype）によって異なります。

契約のテーブルは階層構造になっており、各契約に親契約と付属契約を関連
付けることができます。

契約のタイプ
Assetbenterでは、様々なタイプの契約を管理できます。契約の詳細画面の上
部の［タイプ］（rpk名：sesype）フィールドには、契約のタイプが表示さ
れます。このフィールドの値をリストデータから選択すると、その値に応じ
て契約の詳細画面に表示されるタブとその内容が決まります。

以下のタイプの契約があります。

�契約P
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• マスターリース

リース契約の全般的な条件を定義します。実際にリースする資産の明細
や支払条件は定義されません。

• リース明細

以下の内容を定義します。
• リース明細を定義します。
• 契約に含まれる資産のリストと支払条件を指定します。

• メンテナンス

以下の内容を定義します。
• メンテナンス契約を定義します。
• この契約に関連する作業指示を管理します。

• 保険

保険契約（保険証券）を定義します。
• ライセンス

ライセンスの同意事項を定義します。
• 一括発注

［一括発注］タイプの契約では、購入者は指定された期間内に指定され
た最小の金額分の製品を購入しなければなりません。期限までに最小の
金額に達しない場合は、購入者に罰則が適用されます。

• その他

上記のどのタイプにも該当しない契約を定義します。

契約の作成
契約を作成するには、
P ［契約］メニューから［契約］を選択します。
2 契約の編集用ウィンドウが表示されます。
R ［新規作成］をクリックします。
S ［タイプ］フィールドで契約のタイプを選択します。
T 本マニュアル内の説明に従い、必要に応じて各タブのフィールドに値を
入力します。
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契約が伴う資産の管理
Pつの契約に関連するすべての資産は、契約の詳細画面の［資産］タブペー
ジで入力します。

このタブページは、次の契約タイプの場合に表示されます。
• ［リース明細］
• ［保険］
• ［メンテナンス］
• ［ライセンス］
• ［その他］

資産を契約に追加する手順は、契約のタイプによって異なります。ここで
は、［保険］、［メンテナンス］、および［その他］タイプの契約について
説明します。

注意:

リース明細に資産を追加する手順は、このマニュアルの「リース L リース資
産[�献 TR]」章の「リース明細に資産を追加する[�献 TR]」の節に説明され
ています。

資産を契約に追加する
資産を契約に追加する（含める）には、リストの右の ボタンをクリックし
ます。資産を選択し、契約への追加日を入力します。

契約から資産を削除する
契約から資産を外し契約外の資産として指定するには、資産を選択して、リ
ストの右の ボタンをクリックします。

追加日を変更する
追加日を変更するには、 をクリックして詳細画面を表示し、［契約］タブ
ページで変更します。
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別の方法で資産を契約にリンクする
資産の詳細画面の［契約］タブページで資産を契約にリンクすることもでき
ます。契約に資産を追加、または資産を削除するには、 または ボタンを
使います。

契約賃貸料の計算
賃貸料と定期的な支払についての詳細情報は、契約の詳細画面の［賃貸料］
タブページに入力します。このタブページは、次のQつの条件が満たされた
場合にのみ表示されます。
• 契約が［マスターリース］ではない。
• 契約の［全般］タブページの［支払属性］（rpk名：seo\ysype）フィー
ルドが［賃貸料］または［両方］に設定されている。

各賃貸料は、それぞれのサブタブページで指定します。

賃貸料の例：賃貸料（一般的な意味で）、保険、その他の手数料など。

賃貸料のサブタブページを追加するには、次の手順に従います。
P サブタブのラベル部分をマウスの右ボタンでクリックします。
2 ［リンクレコードの追加］または［リンクレコードの複製］を選択しま
す。

R 新しいサブタブページに情報を入力します。
S ［変更］または［作成］をクリックします。

賃貸料の有効期限
各賃貸料には有効期限があります。［スケジュール］枠内にある［契約期
間］フィールドは、契約の賃貸料の開始日（rpk名：drt\rt）および終了日
（rpk名：ddnd）を指します。 アイコンを使うと、期限終了時にアラーム
を設定できます。

賃貸料を配賦する
［賃貸料］サブタブページの［コストカテゴリ］（rpk名：bostb\tgory）
フィールドでは、新規の経費明細を自動的に追加する賃貸料を、経費の種類
ごとに分類することができます。［コストセンタ］（rpk名：bostbenter）
フィールドでは、［ファイナンス／コストセンタ］メニューで既定したコス
トセンタに、同一の経費明細を配賦できます。これらのフィールドは、［賃
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貸料の比例配分］（rpk名：seoror\tequle）フィールドが［資産に賃貸料を
配分または配賦しない］である場合のみ使用可能です。

賃貸料の計算で使うフィールド

契約賃貸料
契約単位の賃貸料の支払は、次のフィールドの値を使って計算します。
• ［賃貸料］サブタブページの［市場価格］（rpk名：mu\lue）フィール
ドの参考価格

• ［料率］（rpk名：pkqe）

［支払］（rpk名：mo\yments）フィールドは、［回数］（rpk名：
seoeriodicity）フィールドの値で分割した契約単位の賃貸料の支払額（税抜
き）です。

資産賃貸料
［賃貸料の比例配分］（rpk名：seoror\tequle）フィールドでは、次のフィー
ルドで指定する条件に従って契約賃貸料を資産に配賦するかどうかを指定で
きます。
• ［比例配分方法］（rpk名：oror\teeield）
• ［四捨五入］（rpk名：forecision）
• ［開始］：このフィールドは、契約単位の賃貸料の支払を各資産に配分
する場合にのみ使います。賃貸料を資産の受領日より後に支払うかどう
かを指定します。

賃貸料にかかる税金
［税額］（rpk名：ms\xu\lue）フィールドには、賃貸料の税金の計算方法
を指定できます。

支払日
支払日は、賃貸料の［回数］（rpk名：seoeriodicity）フィールドで指定した
賃貸料の支払回数によって決まります。

［支払］（rpk名：seAdvArre\rs）フィールドでは、［回数］フィールドで
指定した支払間隔期間で先払いするか後払いするかを選択できます。
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［支払期日］（rpk名：tsaillbycc\y）フィールドには、［支払］フィールド
で指定した値に基づいた支払期日（日数または月数）を設定します。負数を
入力することもできます。

例えば、［回数］フィールドを［月P回］に、［支払］フィールドを［先払
い］に指定して、［支払期日］フィールドに「LT日」と入力すると、支払期
日は指定されている賃貸期間の開始日のT日前になります。

［猶予］（rpk名：tsfr\ce）フィールドには、賃貸料の支払猶予期間を指定
します。

支払回数に応じて、Assetbenterは以下の方法で賃貸期間の開始を設定しま
す。
• 毎日：期間の開始はOOYOO AMlMに設定されます。
• 週P回：期間の開始は月曜日に設定されます。
• 月Q回：期間の開始は月のP日とPU日に設定されます。
• 月P回：期間の開始は月のP日に設定されます。
• 隔月：期間の開始はP月、R月、T月、V月、X月、PP月のP日に設定されま
す。

• 年S回：期間の開始はP月、S月、V月、PO月のP日に設定されます。
• 年Q回：期間の開始はP月、V月のP日に設定されます。
• 年P回：期間の開始はP月P日に設定されます。

例
この例では、賃貸料の支払回数を月P回に設定し、賃貸料はリース期間の開
始日からS日後、つまりT日までに支払わなければなりません。貸主は支払の
遅れをV日間まで許容します。この結果、借主は月のPQ日までに支払えばい
いことになります。

主賃貸料
複数の種類の賃貸料の支払がある場合は、主賃貸料と派生的な賃貸料との支
払を区別する必要があります。リースタイプの契約に固有の一時金は、主賃
貸料の支払がある場合のみ存在する賃貸料なので、リースではこの概念が重
要になります。
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主賃貸料に適用する原則は以下のとおりです。
• ある賃貸料が契約上の主賃貸料である場合、この賃貸料は、この契約に
関連する全資産の主賃貸料になります。

• 資産P件につき、主賃貸料の支払はP件のみです。
• 契約P件につき、主賃貸料の支払はP件のみです。

ある賃貸料の支払を主賃貸料の支払として定義するには、［賃貸料］サブタ
ブページの［主賃貸料］オプションを選択します。

警告:

Assetbenterは、契約または資産P件につき、主賃貸料の支払がP件のみである
かどうかを検証することはありません。

契約に関連するローン
ここでは、ローンを管理する方法について説明します。内容は次のとおりで
す。
• ローンに支払明細を追加する
• 資産に比例配分する
• 外部プログラムからローン返済明細をコピーする

契約にリンクしているローンのリストは、契約の詳細画面の［ローン］タブ
ページに表示されます。このタブページは、［マスターリース］以外の契約
で［全般］タブページの［支払属性］（rpk名：seo\ysype）フィールドが
［ローン］または［両方］に設定されている場合のみ表示されます。

各ローンの詳細情報は、［詳細］（rpk名：cescription）フィールドに指定
した名前のサブタブページに入力します。

契約の詳細画面の［ローン］タブ
ローンの条件は、契約の詳細画面の［ローン］タブページに入力します。

ローンの詳細情報を入力するサブタブページを追加するには、次の手順に従
います。
P サブタブのラベル部分をマウスの右ボタンでクリックします。
2 ［リンクレコードの追加］または［リンクレコードの複製］を選択しま
す。

R 新しいサブタブページの［詳細］フィールドに情報を入力します。
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S ［変更］または［作成］ボタンをクリックします。このサブタブページ
のリストには、ローンの返済明細が表示されます。［残金］列は残りの
返済残高を示します。

ローンに支払明細を追加する
P ボタンをクリックし、ローンテーブルの返済明細に支払明細を追加しま
す。支払明細には、元金または利子と手数料の情報が含まれます。次の
ような入力画面が表示されます。

2 返済する金額、利子、手数料を入力します。
R 必要に応じて、この支払に固有の［利率］（rpk名：phnterestq\te）を指
定します。ただし、このフィールドは参照用で、この値が計算に使われ
ることはありません。

S ［追加］ボタンをクリックし、支払の内容を確定します。ローン返済テー
ブルに項目が追加されます。この支払明細のリストには、次の情報が表
示されます。
• ［元金］（rpk名：morincip\l）：支払った元金
• ［利子］（rpk名：mhnterest）：支払った利子
• ［手数料］（rpk名：meees）：支払った手数料。
• ［合計］（rpk名：msot\lo\y）：支払総額。［元金］（rpk名：
morincip\l）フィールド、［利子］（rpk名：mhnterest）フィールド、
および［手数料］（rpk名：meees）フィールドの値を合計した金額
です。

• ［残金］（rpk名：ma\l\nce）：返済残額。前の明細の残金から［元
金］（rpk名：morincip\l）フィールドの金額を引いた金額です。最初
の支払の場合は、ローンの総額（［金額］（rpk名：mAmount）フィー
ルドの値）が、残金になります。

T ［変更］ボタンをクリックし、支払明細の追加を確定します。

ローンの支払明細を入力するたびに、Assetbenter rerverは次の明細を作成し
ます。
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• ローンを資産に配賦していない場合（契約の詳細画面の［ローン］タブ
ページ、［賃貸料の比例配分］フィールドで指定）：契約の詳細画面の
［コスト］タブページに表示される経費明細

• ローンをすべての資産または選択した資産に配賦した場合（契約の詳細
画面の［ローン］タブページ、［賃貸料の比例配分］フィールドで指
定）：契約と資産の詳細画面の［コスト］タブページに表示される各資
産の経費明細。ローン支払項目の合計（元金、手数料、利子）は、選択
した方法に従って配賦されます。

ローンを資産に比例配分する
賃貸料と同じように、ローンのサブタブページの［賃貸料の比例配分］（rpk
名：seoror\tequle）フィールドで返済総額を契約上の資産（または選択した
契約上の資産）に配賦できます。

この場合は、契約上の各資産（または選択した各資産）の詳細画面の［コス
ト］タブページに、資産のローン返済に伴う経費明細が表示されます。

システムリストデータは で、期限のローン返済金をすべての資産、または
一部の選択した資産へ配賦できます。また、返済金を資産に配賦しないこと
も選択できます。

外部プログラムからローン返済明細をコピーする
各タブページ内のリスト情報は、切り取り、コピー、および貼り付けするこ
とができます。この機能を利用して、外部プログラムのローン返済テーブル
を［ローン］タブページのリストに直接コピーすることができます。

外部プログラムからコピーするデータのファイルは、［ローン］タブページ
の返済明細テーブルと同じ構造でなければなりません。データをコピーする
と、各行に支払明細が作成され、各明細のフィールドはそれぞれ返済明細の
個々の列に関連付けられます。

契約の階層構造
契約は、階層構造になっています。［全般］タブページの［帰属先］（rpk
名：o\rent）フィールドは、その契約の主契約（親契約、マスター契約）を
示します。

この機能を利用して、次のように契約を関連付けることができます。
• マスターリースにリース明細を関連付ける。
• 契約に修正を関連付ける。

AssetCenter SMR - 契約 2R

契約



主契約の付属契約（子契約、明細）のリストは、契約の詳細画面の［明細］
タブページに表示されます。このタブは、マスターリースの場合にのみ表示
されます。

リース契約の場合、［マスターリース］では貸主と借主間の一般的な契約条
件を指定しますが、リース対象の資産と賃貸条件は指定しません。［リース
明細］は、マスター契約に階層的にリンクした付属契約で、マスター契約の
任意管理項目を継承します。

契約に関する連絡先
契約に関わる企業と担当者のリストは、契約の詳細画面の［連絡先］タブ
ページに表示されます。

このタブページは、次のように大きくQつに分かれています。
• ［契約の担当者と連絡先］セクション（固定されています）
• ［業者の連絡先］セクション（サブタブページ）。業者の連絡先が表示
されます。［リース明細］または［マスターリース］タイプの契約の場
合は、［リース］タブページで「貸主」と「貸付業者」を指定すれば、
これらのサブタブページが自動的に作成されます。

サブタブのラベルとして使う名前は、［タイプ］（rpk名：cescription）
フィールドで定義します。

契約の担当者と連絡先
このセクションのフィールドには、部署と従業員のテーブルまたは場所の
テーブルから情報を選択して入力します。

契約の詳細画面の［連絡先］タブ内で従業員の名前の右にある アイコンを
使うと、この契約の担当者である従業員の詳細画面を開くことができます。

［通知先住所］（rpk名：motifAddress）：リース契約の場合は、借主が期間
満了、中途解約などを社内の担当部署に通知しなければなりません。この
フィールドには、通知先部署の場所を指定します。

業者の連絡先
業者の連絡先は、複数のサブタブページで分類することができます。

連絡先のサブタブページを追加するには、次の手順に従います。
P サブタブのラベル部分をマウスの右ボタンでクリックします。
2 ［リンクレコードの追加］または［リンクレコードの複製］を選択しま
す。
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R 新しいサブタブページに情報を入力します。
S ［変更］または［作成］をクリックします。
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リース契約では、貸主がある一定の期間、動産または不動産を賃貸料をとっ
て貸します。借主には、収益件および使用権が与えられます。

リース契約の借主は、借りた物件を所有することなしに、使用することがで
きます。また、借主は、その物件の法的所有者である貸主に一定の賃貸料
（またはリース料）を支払います。

本章では、Assetbenterでリース契約を管理する方法について説明します。

リース管理の主な用語
リースでは以下の概念を使用します。
• リース z�献 PQW]
• マスターリース（l\ster le\se） z�献 PQT]
• リース明細（ke\se schedule） z�献 PQT]
• 賃貸料（qent） z�献 PQW]
• 承認（Accept\nce） z�献 PQR]
• 損失額（koss v\lue） z�献 PRQ]
• ローン（ko\n） z�献 PQT]
• 期間満了（dnd of term） z�献 PQU]

�リース - 概要Q

AssetCenter SMR - 契約 2V



• 貸付業者（Assignee） z�献 PRO]

これらの概念の定義については、本マニュアルの用語解説（契約）z�献 PQR]
を参照してください。

データの簡略モデル

図 QMPM 契約 L データモデル

一般的な手順
リース手続きの一般的な手順の例は以下のとおりです。
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図 QMQM リース L 手続きの手順

P マスターリースを作成します。マスターリースには、一般的な条項と条
件を入力します。リース明細のテンプレートとして使います。

2 Assetbenterを使ってリース対象の資産の見積を作成します。これで賃貸
額の評価を開始できます。

R Assetbenterを使ってリース明細を作成します。リース明細はマスターリー
スにリンクできます。必ずしもリンクさせる必要はありません。

S Assetbenterを使ってリース対象の資産の発注を作成します。
T 発注書を送信します（借主から貸主へ）。
U 貸主が業者に発注します。
V 業者から借主にリース物件が納品されます。
W Assetbenterを使って発注に関連する資産の受領伝票を作成します。これ
で、資産がリース明細に加えられます。

9 Assetbenterを使わずに調達を管理する場合は、資産を手動でリース明細
に追加する必要があります。

P0 賃貸料の詳細情報を入力します。
PP 資産の受領を承認します。受領証書を送付します（借主から貸主へ）。
P2 契約上の資産のライフサイクル管理（資産の追加、資産の紛失または破
損、返却、更新、購入）を行います。
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PR 期間満了の管理（契約の更新またはアップグレード、資産の返却または
更新）を行います。

リース契約を作成する
リース契約を作成するには、
P 必要に応じてマスターリースを作成します。
2 マスターリースが既にある場合は、Assetbenterのデータベースにこれを
入力します。［新規作成］をクリックしてマスターリースタイプの契約
を作成します。［参照番号］（rpk名：qef）、［目的］（rpk名：
ourpose）を入力して［作成］をクリックします。また［全般］、［リー
ス］、［条件］、［連絡先］、［オプション］、および［任意管理項目］
の各タブページに詳細情報を入力します。［明細］タブページにはまだ
入力する必要はありません。

R リース明細を作成します。

［契約／契約］メニューを使って詳細画面を表示し、［新規作成］をク
リックするのが一番簡単な方法です。［参照番号］、［目的］を入力し、
［帰属先］（rpk名：o\rent）フィールドにマスターリース（ある場合）
を指定してから［作成］をクリックします。リース明細は、マスターリー
スの財務および契約の条件を継承します（マスターリースがある場合）。
［全般］、［リース］、［条件］、［連絡先］、［オプション］、およ
び［任意管理項目］の各タブページにできるだけ詳細情報を入力します。

S このようにして、財務および法律上の契約条件を定義します。
T リース対象の資産を作成または選択します。
U 次の手順は、調達サイクルを適用するかどうかによって異なります。
• 調達サイクルを使用する場合は、資産は発注から作成されます。
• 調達サイクルを使用しない場合は、資産は資産とその資産に関連する
契約のテーブルで作成または選択する必要があります。

V 資産の詳細画面の［賃貸料］タブページに詳細情報を入力します。

リース契約特有の情報の指定
契約の詳細画面の一部のフィールドは、契約のタイプが［マスターリース］
または［リース明細］の場合にのみ表示されます。これらのフィールドを
使って、契約タイプに特有の情報を記述できます。
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貸主
サプライヤのテーブルから選択した貸主は、契約の詳細画面の［リース］タ
ブページに表示されます。

通知期限
リース契約（リースの同意事項）では、Assetbenterを使って次の通知期限を
定義できます。
• 期間満了の保留を、借主が貸主に通知しなければならない期限（契約の
詳細画面の［全般］タブページにある［通知］フィールド）。Assetbenter
では、満了日（契約終了日）を事前にユーザに知らせるアラームを設定
できます。

• リース終了オプションについて借主が貸主に通知しなければならない期
限（［オプション］タブページの［購入］、［更新］、［返却］サブタ
ブページの各［通知期限］フィールド）。Assetbenterでは、通知期限を
事前にユーザに知らせるアラームを設定できます。

• 契約の変更について借主が貸主に通知しなければならない期限（契約の
［リース］タブページの［貸主への通知］（rpk名：tskessormotice）
フィールド）。

リースの終了オプション
適用可能なリース終了オプションは、契約の詳細画面の［オプション］タブ
ページで指定します。

P件の契約について、次のオプションを指定できます。
• リース資産の更新
• 資産の返却
• 資産の購入（買い取り）

上記のいずれかの満了時オプションを選択すると、契約上の資産のライフサ
イクル管理で使用できる機能オプションに影響します。

例えば、［オプション］タブページで契約に購入オプションがないことを指
定した場合は、契約の詳細画面の［購入］ボタンが無効になります。更新と
返却オプションについても同様で、それぞれ［更新］ボタンと［返却］ボタ
ンが無効になります。

Assetbenterでは、契約上の資産のアップグレードなど、その他の契約オプ
ションを指定することもできます。このオプションを指定しても、他のデー
タが自動的に処理されることはありません。
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リース終了時に選択可能なオプションを指定するには、必ず［期間満了時の
予定オプション］で適切なオプションをオンにします。

［購入］、［更新］、［返却］の各サブタブページでは、次の情報を指定で
きます。
• 各オプションのタイプ
• 満了時予定オプションを事前に貸主に通知する期限。この期限の日付は、
［全般］タブページで指定した契約の終了日を使って自動的に計算され
ます。

• 更新、購入、返却の通知期限を事前にユーザに知らせるアラーム
• 更新する場合のファイナンス条件（新しい賃貸料の支払など）

リース契約特有の手数料

追加経費
［リース］タブページでは、保険、輸送、搬出のコストを貸主と借主のどち
らが負担するかを指定できます。

一時金
一時金は、リース契約特有の概念です。

各契約タイプには初回金があります。Assetbenterでは、契約の詳細画面の
［全般］タブページにある［初回金］（rpk名：mhnto\y）フィールドで初回
金を指定できます。リース明細の場合は、この初回金は一時金に相当しま
す。

契約の詳細画面の［リース］タブページの［一時金］フィールドには、受領
承認日、またはパーセントで計算するかなど、一時金の計算方法を指定しま
す。

一般的な規則として、一時金の支払額は資産の受領承認日から計算します。

貸付業者
リース契約は、別の業者に委託される場合があります。例えば、貸主は貸付
業者と呼ばれる金融業者にリース物件への資金調達を依頼する場合がありま
す。この場合は、契約の詳細画面の［リース］タブページの［割当可能］
チェックボックスをオンにするだけでサプライヤのテーブルから貸付業者を
選択できます。
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損失額
リース契約では、契約上の資産を紛失または破損した場合のために、次の情
報を指定しておく必要があります。

契約の詳細画面の［リース］タブページで、次の方法で損失額の計算方法を
指定します。
• ［規則］（rpk名：kossu\lqule）フィールドに、損失額の計算規則を指
定します。

• ［計算］（rpk名：sekossu\lb\lclode）フィールドでは、損失額を、指
定した日付で計算するか、または全期間で計算するかを指定します。

• 計算方法を指定したら、計算ボタンをクリックすると計算を開始します。

契約上の資産
Assetbenterでは、リース契約に資産を追加（登録）すると、契約単位または
資産単位の賃貸料の計算または再計算がトリガされ、契約上の資産の詳細情
報が変更されます。

この場合の計算には、リース契約の次のフィールドが使われます。
• ［資産総額］（rpk名：ml\rketu\l）フィールド（契約の詳細画面の
［リース］タブページ）

• ［資産のデフォルトの取得方法］（rpk名：seAcqulethod）フィールド
（契約の詳細画面の［全般］タブページ）。このフィールドは、契約の
タイプが［マスターリース］または［リース明細］の場合のみ表示され
ます。資産の取得方法はリストデータから選択します。契約に資産を追
加すると（契約の詳細画面の［資産（リース）］タブページまたは資産
の詳細画面で追加）、この取得方法が適用されます。

資産特有のリース情報
ここでは、資産単位のリース情報について説明します。

リース契約とそのリース資産の詳細情報を表示するには、［契約／契約］メ
ニューまたは［契約／リース明細］メニューを選択します。

リース情報を資産テーブルから直接表示するには、［ポートフォリオ／資産
とロット］メニューを選択します。

資産の詳細画面の［取得］タブページで資産のリース情報を入力できます。
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はじめに
資産の詳細画面の ［取得］タブページには、資産特有のリース情報がまとめ
て表示されます。

資産の取得方法
資産の［取得］タブページの［取得方法］（rpk名：seAcqulethod）フィー
ルドは、資産の取得方法を示します。
P 資産が［リース明細］タイプの契約に追加されると、このフィールドの
値は契約の詳細画面の［全般］タブページにある［資産のデフォルトの
取得方法］フィールドの値になります。

2 資産に関するリース情報を入力する場合は、［レンタル］または［リー
ス］を選択します。

R このフィールドの値によって、［取得］タブページのサブタブページに
表示される情報が変わります。

資産の取得状況
［調達］サブタブページの［取得状況］（rpk名：seAcqurt\tus）フィールド
は、資産の取得状況を示します。［未定義］、［注文中］、［受領済］、
［承認済］などに設定できます。資産の受領の承認、更新、返却などを実行
すると、このフィールドが自動的に更新されます。

資産の市場価格
［市場価格］（rpk名：ml\rketu\l）フィールド（［調達］サブタブペー
ジ）は、賃貸料の支払額を計算するデフォルトの計算式に使われます。

注意:

資産の市場価格は、資産が資産のテーブルに追加されたときの市場価格で
す。新品の場合は購入価格、中古の場合は買い取り価格などになります。

初回金
リースの場合、［価格と条件］サブタブページの［初回金］（rpk名：
mhnto\y）フィールドは、賃貸期間の最初の支払日までに支払う一時金を表
します。
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買取額
買取額は、［価格と条件］サブタブページに表示されます（取得方法が［リー
ス］の場合のみ表示されます）。この値を使って、満了時の買い取り価格を
見積ります。

終了オプション
［価格と条件］サブタブページの［終了オプション］（rpk名：serminnpt）
フィールドは、資産の満了予定オプションを示します。このフィールドに
は、リストデータ（貸主への資産の返却など）から値を選択して入力しま
す。この値は、情報の提供のみを目的としています。リストデータが「オー
プン」でユーザが必要な権限を持っている場合は、適切な終了オプションを
入力できます。

資産P件ごとの賃貸料情報
レンタルまたはリースで資産を取得したことを指定すると、賃貸料の情報を
入力できるサブタブページが自動的に作成されます。このサブタブページに
情報を入力しないとP件の資産ごとの賃貸料を計算できません。

資産をリース明細にリンクして（資産の詳細画面［取得］タブの［調達］サ
ブタブページで指定）、そのリース明細の［賃貸料］サブタブページで契約
賃貸料を全資産に比例配分することを指定すると、同名の賃貸料サブタブ
ページが自動的に資産の詳細画面の［取得］タブページにも作成されます。
このサブタブページは、契約賃貸料を資産に配賦しないことを指定したり、
賃貸料のサブタブページを契約から削除したりすると自動的に削除されま
す。資産の詳細画面で直接賃貸料のサブタブページを作成した場合は、契約
賃貸料の変更の影響を受けません。

このサブタブページの情報は、リースの［賃貸料］タブページの情報と同様
です。

資産P件ごとにリース賃貸料のタブページを追加するには、サブタブのラベ
ル部分をマウスの右ボタンでクリックして、ポップアップメニューから［リ
ンクレコードの追加］を選択します。

［市場価格］（rpk名：mualue）
賃貸料を計算するときの参考価格。デフォルトでは、資産の市場価格（資産
の詳細画面の［取得］タブページの［調達］サブタブページ）です。
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注意:

資産の市場価格は、資産が資産のテーブルに追加されたときの市場価格で
す。新品の場合は購入価格、中古の場合は買い取り価格などになります。

資産賃貸料の経費明細の作成
Assetbenter rerverは、資産P件ごとの賃貸料の経費明細を定期的に作成しま
す。経費明細の作成方法は、次のフィールドの値によって変わります。
• ［受領承認日］（rpk名：beromAcceptc\te）チェックボックス

このチェックボックスがオンになっていて、資産ごとの賃貸料がリース
明細から発生する場合は、各賃貸料の支払に対応する経費明細は資産の
受領承認日以降に作成されます。このチェックボックスをオンにしない
場合は、経費明細は賃貸料の有効日以降に作成されます。

• ［計算開始日］（rpk名：dqec\lcul）フィールド

Assetbenter rerverは、このフィールドに表示される日付以降に支払う資産
の賃貸料に対応する経費明細を再計算します。

Assetbenter rerverが賃貸料の経費明細を再計算するたびに、その計算日が
このフィールドに入ります。

賃貸料の情報を変更した場合に、賃貸料の経費明細を再計算して調整す
る場合は、このフィールドにAssetbenter rerverでこれらの経費明細を再計
算する日付を指定します。

マスターリースからリース明細に継承される情報
リース明細を作成し、これをマスターリースにリンクすると、リース明細は
マスターリースで定義された次の情報の一部をデフォルトで継承します。継
承される情報は次のとおりです。
• ［オプション］タブページ：コメント以外のすべての情報。
• ［連絡先］タブページ：連絡担当者と契約の担当者。
• ［リース］タブページ：すべての情報。
• ［全般］タブページ：番号、初回金、カスタマイズ可能なフィールド
（［フィールドP］（rpk名：eieldP）と［フィールド2］（rpk名：
eieldQ））、およびコメント以外のすべての情報。
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本章では、実際にAssetbenterを使ってリース契約を管理する方法を、例を用
いて説明します。

ここでは主に全体的な手順を紹介し、個々の機能の詳細については別の章で
説明します。

Assetbenterに付属しているデモ用データベースを使って、事例を試してくだ
さい。

実用例について
ここでは、s\ltek rervices社とhnterle\sing社の例について説明します。

上記のQつの企業間でリース契約が締結されています。s\ltek rervices社は借
主、hnterle\sing社は貸主となります。このリースのマスターリースはありま
せん。

s\ltek rervices社のリース契約責任者（西田啓介氏、管理上、財務上の管理
者）は、Assetbenterを使ってhs機器を管理しています。

hnterle\sing社の連絡先は金田一郎氏です。

この事例では、s\ltek rervices社はhnterle\sing社から、QOOQ年P月P日からQOOS
年P月P日までobをリースします。obは、満了時に貸主に返却します。

この事例の手順は次のとおりです。

�リース - 実用例R
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P 手順P：リース契約を作成する
2 手順Q：リース契約に関連する資産を選択する
R 手順R：賃貸料を計算する
S 手順S：資産の受領を承認し、一時金を計算する
T 手順T：契約に関連する経費を表示する
U 手順U：満了時に資産を返却する
V 手順V：処理をトラッキングする

実用例使用の必要条件
リース管理では、Assetbenter rerverを用いて期限および賃貸料を計算します。

このため、サーバまたはコンピュータにAssetbenter rerverをインストールし、
起動する必要があります。詳しくは、マニュアル『管理』を参照してくださ
い。

AssetCenterを起動する
Assetbenterを起動するには、Assetbenterプログラムグループ内の該当するア
イコンをダブルクリックします。

Assetbenter管理者（Admin）として、デモ用データベースを開きます。パス
ワードは、ユーザが指定できるように空になっています。

AssetCenter rerverを起動する
Assetbenter rerverを起動するには、Assetbenterプログラムグループ内の該当
するアイコンをダブルクリックします。

［ファイル／データベースに接続］メニューを使ってデモ用データベースに
接続します。

接続が確立すると、Assetbenter rerverはデータベースをモニタし、在庫、ア
ラーム、購入、履歴項目などを管理します。Assetbenter rerverは、リースの
同意事項に関連する過去、現在、将来の賃貸料を計算します。

この例で使うリース契約に関連する賃貸料を計算するように、次の手順で
Assetbenter rerverを設定します。
P ［オプション／モジュールの設定］メニューを選択します。
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2 ［Rent］オプションを選択し、以下のように値を入力します。

賃貸料は、向こうVQO日間について計算されます。
R ［変更］をクリックします。

手順P：リース契約を作成する
まず契約のテーブル内でリース契約を作成します。
P ［契約／契約］メニューを選択し、契約のリストを表示します。
2 ［新規作成］をクリックします。
R ［帰属先］フィールドで cdlnLLdA2マスターリースを選択します。
S ［モデル］フィールドのドロップダウンリストから［サーバのファイナ
ンス］を選択します。

モデルの作成に関しては『ポートフォリオ』のマニュアルを参照してく
ださい。

T ［作成］をクリックして作成内容を確定します。
U 選択したモデルが、［タイプ］フィールドに「リース明細」の値を自動
的に入力するかどうか確認します。
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契約に関する一般的な情報を入力する
P ［参照番号］（rpk名：qef）フィールドおよび［全般］タブページに以
下のように情報を入力します。

［全般］タブページには、契約がQ年間であること、そしてs\ltek rervices
社は借主として期間満了のRヶ月前に貸主に通知しなければならないこと
を指定します。

通常、借主が貸主に事前に期間満了の通知をしない場合は、満了時にリー
ス契約が同じ条件で自動的に更新されます。

この通知期限を忘れずに守れるようにする場合は、アラーム（ アイコ
ンで表示される）機能を使うと便利です。期間満了前の日付でアラーム
を設定しておくと、AssetbenterのモニタプログラムであるAssetbenter rerver
が指定した日付にアラームをトリガして、期間満了が迫っていることを
借主に知らせます。

2 をクリックすると、アラームの設定画面が表示されます。
R ［キャンセル］をクリックしてアラームの設定をキャンセルし、契約の
詳細画面に戻ります。

リース条件を入力する
契約の詳細画面の［リース］タブページには、契約に関するファイナンスの
条件の概要が表示されます（賃貸料に関連する情報は含まれていません）。
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次のように、［リース］タブページに入力します。

［リース］タブページでは、サプライヤのテーブルから貸主の名前を選択し
て指定できます。

追加経費の負担会社と一時金の計算方法もこのタブページで設定します。一
時金は、資産の受領日からリース期間の第P回目の支払日までの賃貸料です。

関連業者に関する情報を入力する
契約に関わる業者に関するある程度の情報（借主と貸主の連絡担当者）を指
定する必要があります。
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［連絡先］タブページに次のように入力します。

［リース］タブページの［貸主］（rpk名：kessor）フィールドに入力する
と、［連絡先］タブページに［貸主］サブタブページが自動的に作成されま
す。

期間満了の情報を入力する
この事例では、契約上の資産は満了時に貸主に返却することになっているの
で、［オプション］タブページで契約内で選択できる満了時オプションを指
定することが重要です。
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［オプション］タブページを次のように変更して、満了時オプションを有効
にします。

［オプション］タブページに示すように、通常、リースの同意事項は満了時
に次のR通りに変更できます。
• 契約を更新します。
• 借主が契約上の資産を購入します。
• 契約上の資産を返却します。

s\ltek rervices社は、満了のRヶ月前に貸主に通知を送り、満了時にリース資
産を返却する必要があります。

返却通知期限を指定すると、Assetbenterは［全般］タブページで指定した
リースの終了日を参照して逆算し、s\ltek rervices社が貸主へ通知しなければ
ならない日付を自動的に生成します。

注意:

［オプション］タブページには、この契約上の資産をアップグレードするな
ど、他の契約オプションを指定することもできます。ただし、これらのオプ
ションに関連する自動処理機能はありません。

契約を作成する
これで［全般］、［リース］、［連絡先］、［オプション］の各タブページ
に、s\ltek社とhnterle\sing社間のリース契約の詳細情報が入力されました。
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事例の説明を簡単にするために、ここでは上記のタブページの一部のフィー
ルドに入力し、［条件］タブページと［任意管理項目］タブページには一切
入力しません。

次の手順では、ここで作成した契約に資産を関連付けて、リース処理を開始
します。

手順Q：リース契約に関連する資産を選択する
s\ltek rervices社は、hnterle\sing社から資産をP件だけリースしています。

ここではまず資産を作成し、次にリース契約へ関連付けます。
P 前述の手順で作成したリース契約の詳細画面の［資産（リース）］タブ
に移動します。このタブページには、契約に関連する資産のリストが表
示されます。初めはリストには何も表示されません。

2 をクリックします。これで、s\ltek rervices社の資産のリストが開きま
す。

R ［新規作成］をクリックして資産を作成します。新規ウィンドウで資産
をリース契約に関連付けます。

S モデル「dVn cTOO to」を選択します。
T ［追加］をクリックしてから［選択］をクリックします。
U Assetbenterでは、中間的なウィンドウが表示され、資産の詳細の期間開
始日および終了日が自動的に入ります。そのままの状態で［選択］をク
リックします。
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V これで、［資産（リース）］タブページでは資産が契約に関連付けられ
ていることが表示されます。

W ［変更］をクリックし、資産の選択を確定します。
9 をクリックし、資産の詳細画面を表示します。
P0 資産の［取得］タブページにもリース契約に関する情報が表示されます。
このタブページには、ページ上部の取得方法のほかに、［調達］および
［価格と条件］サブタブページの［リース］セクションにそれぞれ貸主
の名前と開始日および終了日が表示されます。
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PP これらの情報から、賃貸料などのリース契約に関連する様々なコストが
契約上の資産の値に基づいて計算されることがわかります。後の手順で
計算を正確に行うためにも、［調達］サブタブページの［市場価格］
（rpk名：ml\rketu\l）フィールドが設定されていない場合はここで値
を入力しておきます。資産の市場価格は、リース期間開始時の市場価格
です。新品の資産の場合は、その資産を購入する場合の価格を入力しま
す。

P2 ［変更］をクリックし、この値を確定します。
PR ［閉じる］をクリックし、契約の詳細画面に戻ります。

手順R：賃貸料を計算する
s\ltek rervices社は、リース契約の条件に従ってhnterle\sing社に賃貸料を支払
わなければなりません。

次の手順で賃貸料の計算方法を指定します。
P 契約の詳細画面の［賃貸料］タブに移動し、次のように入力します。

2 タブページ左上の各フィールドを使って賃貸料の計算方法を指定します。
この場合は、契約の市場価格に料率をかけて計算します。
• この場合、料率はQDです。
• 賃貸料計算の基準として使う契約の市場価格は、デフォルトでは契約
に含まれる全資産の市場価格を合計した値です。この例では、前述の
手順で指定した契約上の全資産（この例ではP件の資産）の市場価格
であるVOOOO円を入力します。
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• 賃貸額は、入力した［料率］（rpk名：pkqe）によって変わり、［支
払］（rpk名：mo\yments）フィールドに自動的に表示されます。

R ［スケジュール］セクションでは、賃貸期間がQ年で、月P回支払うこと
を指定します。［支払］、［支払期日］、［猶予］フィールドを使って、
賃貸料の支払方法を指定します。この例では、その月の初日に支払い、
猶予期間がないことを指定します。

S ［賃貸料の比例配分］（rpk名：seoror\tequle）フィールドで［すべての
資産に賃貸料を比例配分して配賦］オプションを選択し、契約の賃貸料
を契約に含まれる全資産に比例配分することを指定します。これで契約
上の各資産に、それぞれリース賃貸料が発生します。

T ［主賃貸料］（rpk名：bl\inqent）チェックボックスをオンにして、次
の手順Sで一時金の計算を行います（初回金または一時金は、主賃貸料の
支払がある場合のみ存在する賃貸料です）。

U ［変更］をクリックし、ここまで入力した情報を確定します。資産の詳
細画面の［取得］タブページが自動的に更新されます。すなわち、支払
情報を含むサブタブページが作成され、このサブタブページの［支払］
（rpk名：mo\yments）フィールドに資産単位の賃貸料が表示されます。

これで、賃貸料の計算方法が決まりました。この事例を簡単にするために、
賃貸料に関連する税金の処理についての手順は省略します。
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手順S：資産の受領を承認し、一時金を計算する
契約上の資産の受領を承認し、一時金を計算するには、契約の詳細画面で

ボタンをクリックします。次のウィンドウが表示されます。

資産の受領を承認するウィンドウ
資産の受領の承認は、リース手続きにおいて重要な過程であり、借主と貸主
との間で契約書類の交換が行われます。これで、契約が成立し、借主に機器
の賃貸料を支払う義務が発生します。

資産の受領を承認するには［受領承認］をクリックします。［取得状況］
フィールドで［受領承認済］を指定すると、［受領承認日］に日付が自動的
に表示されます。必要な場合はこの日付を手動で変更できます。

一時金を計算する
一時金は、資産を受領して承認した日からリース期間の第P回目の支払日ま
での賃貸料を対象とします。つまり現在の月に更に支払わなければならない
残金総額を指します。契約は、複数の賃貸料の支払（保険、リース、メンテ
ナンスなど）に関連付けることができます。ただし、一時金は契約のA主A賃
貸料（契約の［主賃貸料］（rpk名：bl\inqent）チェックボックスがオン
になっている場合に、その契約の［賃貸料］タブページに表示される賃貸
料）が存在する場合にのみ、それに付属する賃貸料です。
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一時金は、資産の受領を承認したときに契約の詳細画面の［リース］タブ
ページで定義されている条件に基づいて計算します。デフォルトでは、承認
日から計算します。

この例では、月P回、月初めに賃貸料を支払う必要があります。一時金は、
承認日（QOOQ年Q月V日）からリース期間の最初の主賃貸料支払日（QOOQ年R
月P日）までを対象とします。

一時金を計算するには、［承認日と一時金］画面で次の操作を行います。
P 資産を選択します。
2 ボタンをクリックします。
R ［一時金の合計］フィールドに一時金の額が表示されます。

受領の承認と一時金を確定する
P ［適用］をクリックし、資産の受領を承認し、一時金を確定します。
2 ［閉じる］をクリックし、契約の詳細画面に戻ります。

手順5：契約に関連する経費を表示する
上記の手順では、リース契約に関連する賃貸料を定義する方法を説明しまし
た。この賃貸料に対応する経費明細はAssetbenter rerverによって自動的に作
成されます。
P リース契約の賃貸料の経費明細を表示するには、契約の詳細画面の［コ
スト］タブに移動します。期間ごとの賃貸料の支払リストが表示されま
す。

2 をクリックし、賃貸料の総額を計算します。

資産の詳細画面の［コスト］タブページにも、資産に関連する次の経費明細
が表示されます。
• 資産の一時金に関連する経費明細
• Assetbenter rerverによって自動的に作成された、資産の定期的な賃貸料支
払に対応する経費明細

手順6：満了時に資産を返却する
借主は、満了時にすべてまたは一部の資産を返却、購入、または更新しま
す。

この事例では、s\ltek rervices社はhnterle\sing社に資産を返却します。ここで
は、そのための返却伝票（返却）を作成します。
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P ［返却］ボタンをクリックします。資産の返却を作成するウィンドウが
表示されます。

2 ［新規作成］をクリックし、返却を作成します。
R ［説明］（rpk名：cescription）を入力し、［全般］タブページに次のよ
うに入力します。返却予定日が表示されます。デフォルトは満了時の日
付（QOOS年P月P日）です。ここで、デフォルトとは異なる実際の返却日
を指定できます。

S ［作成］をクリックします。
T ［輸送］タブの［貸主］フィールドの右にある をクリックし、貸主
hnterle\sing社の連絡先を表示します。

U 次に、資産を返却したことを指定する必要があります。［資産］タブに
移動します。

V ［資産］タブページの をクリックし、契約に含まれている資産のテー
ブルにアクセスします。

W 返却する資産を選択します。
9 ［選択］ボタンをクリックし、返却する資産を返却に関連付けます。
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P0 返却画面の［変更］ボタンをクリックし、入力した情報を確定します。
資産の［取得状況］（rpk名：seAcqurt\tus）が変更され、資産が［返却
予定］になります。

PP ［除却］ボタンをクリックします。これで資産は除却されました。ただ
し、実際の除却日は返却画面の［全般］タブページで指定した実際の返
却日になります。
P 資産の［取得状況］が変更され、資産が［返却済］になります。
2 資産の詳細画面の［全般］タブの［割当］（rpk名：seAssignment）
フィールドが変更され、［除却済］になります。

R 資産の［全般］タブページの［返却理由］（rpk名：qetqe\son）フィー
ルドに、返却（hnterle\sing社に返却）したために除却したことを示す
理由が表示されます。

P2 ［閉じる］をクリックし、契約の詳細画面に戻ります。

これで、資産はhnterle\sing社に返却されました。

手順V：処理をトラッキングする
契約の詳細画面の［サイクル］タブを選択すると、この事例で行った次の処
理内容が表示されます。
P 契約開始時またはQOOQ年P月P日に契約に資産を追加
2 QOOQ年Q月V日に資産の受領を承認
R QOOS年P月P日に資産を返却

まとめ
ここまで、貸主と借主のQ社間のリース契約の事例について説明してきまし
た

借主は、Assetbenterを使って貸主への様々な賃貸料支払（一時金、および過
去、現在、将来の月P回の賃貸料）を計算し、契約上の期限を考慮しながら
資産を返却できました。

この事例で紹介されているAssetbenterの機能はほんの一部です。他の機能に
ついては、このマニュアルの別の章を参照してください。
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前章では、リース契約に含まれている資産ではなく契約全体について説明し
ました。

本章では、契約に含まれるリース資産のライフサイクルで実行される操作に
ついて説明します。

これらの操作を行うには、契約の詳細画面の右側に表示されるTつのボタン
を使います。

リース明細に資産を追加する
ここでは、リース契約に資産を追加する手順を説明します。

�リース - リース資産S
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調達サイクルから発生する資産の追加

調達モジュールと統合する際の利点
調達サイクルを使うと、借主はリース契約に関連付けられているレンタル／
リース資産の依頼や発注を作成できます。

依頼や発注とリース契約のリンク機能を利用すると、ポートフォリオ内に
リース資産を自動的に作成できるため非常に便利です。資産のテーブルの情
報をインポートしたり、手動で入力したりする必要はありません。注文品を
受領すると、ポートフォリオ内に資産が作成され、リース契約に関連付けら
れます。

依頼または発注とリース契約をリンクする
依頼または発注と契約のリンクは、発注の詳細画面の［ファイナンス］タブ
ページで行います。このタブページで依頼または発注のファイナンスを契約
の一部にすることを指定して、さらにリンクする契約を指定することができ
ます（［ファイナンス契約］（rpk名：Acqubontr\ct）フィールドで指定し
ます）。

注意:

注文品の受領時に資産を契約に追加するには、発注の［ファイナンス］タブ
ページで契約にリンクする必要があります。

警告:

契約の詳細画面の ボタンを使って、発注を契約にリンクすることは
できません。発注を契約にリンクするには、発注の詳細画面の［ファイナン
ス］タブページで指定する必要があります。発注がリンクされていないリー

ス明細の詳細画面の ボタンをクリックすると、「この契約による発
注はありません。」というメッセージが表示されます。

資産の受領と承認
発注した資産を受領すると、後で受け取りを拒否したとしてもデータベース
内に資産が作成されます。これらの資産は、［取得状況］フィールド（資産
の［取得］タブページの［調達］サブタブページ）が［受領済］のステータ
スに設定された状態で作成されます。資産の受領を最終的に承認すると、
［取得状況］フィールドが［受領承認済］に変わります。
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契約上の資産をデータベース内に作成する
リース契約にリンクしている発注で資産を発注した場合は、その資産の受領
時にAssetbenterデータベース内の資産のテーブル内に作成されます。これら
の資産は、契約の詳細画面の［資産］タブページにも表示されます。

資産の受領には、次のQつの方法があります。
• 調達サイクルで指定：注文品を部分受領または一括受領します（［調達
／受領］メニューからアクセス）。

• リース契約で直接指定
P 契約の詳細画面の をクリックし、契約に関連する発注のリス
トを表示します。

2 受領する発注を選択します。
R 発注の詳細画面の［受領］ボタンをクリックし、受領（伝票）を作成
します。

資産を受領したら、次は資産の承認に移ります。

リース契約に関連する発注を表示する

契約の詳細画面の ボタンをクリックするだけで、関連する発注とそ
のステータス（発注済、受領済など）を見ることができます（発注の詳細画
面の［トラッキング］タブページ）。

注意:

リース明細の詳細画面の ボタンを使うと、契約に関連する発注のス
テータスをトラッキングしたり、発注明細を受領したりできます。

資産のテーブル内で直接選択または作成された資産
の追加

契約上の資産が調達サイクルで作成された資産でない場合でも、資産のテー
ブルから直接選択できます。契約上の資産は次の方法で作成できます。
• 資産のテーブルに直接入力する。
• リース契約の詳細画面の［資産（リース）］タブページに直接入力する。
• 資産のテーブルに資産をインポートする。
• 別の画面でコピーした資産を契約の詳細画面の［資産］タブページに貼
り付ける。
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契約上の資産を資産のテーブルに入力またはインポートす
る
契約上の資産は資産のテーブルで直接作成できます。［ポートフォリオ／資
産とロット］メニューを選択するか、またはツールバーの アイコンをク
リックします。

資産をリース契約に関連付けるには、資産の詳細画面の［取得］タブページ
で正しく情報を指定する必要があります。

［取得方法］（rpk名：seAcqulethod）フィールドでは取得方法（リースま
たはレンタル）を、［調達］サブタブページの［リース明細］（rpk名：
Acqubontr\ct）フィールドではリンクする契約を選択します。

契約の詳細画面の［資産（リース）］タブページで契約上
の資産を入力する
契約の詳細画面の［資産（リース）］タブページで契約上の資産を作成でき
ます。

このタブページの をクリックすると、資産のテーブルにアクセスでき、こ
のテーブルで次の作業を実行できます。
• リース契約に含める資産の作成
P ［新規作成］をクリックします。
2 資産情報を入力します。
R ［追加］ボタンをクリックし、資産のテーブルに資産を追加します。
S ［選択］ボタンをクリックし、契約に資産を含めます。

• リース契約内に既に存在する資産の作成
P 資産を選択します。
2 ［選択］ボタンをクリックして、契約に資産を関連付けます。
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［選択］ボタンをクリックしてから、次の画面に入力します。

この画面には、次の情報が表示されます。
• 開始日

Assetbenterは、賃貸期間の開始日と契約の開始日のうち早い方を自動的
にフィールドに入力します。

• 終了日

Assetbenterは、契約の終了日と賃貸期間の終了日のうち遅い方を自動的
にフィールドに入力します。

• テーブル

Assetbenterは、選択した資産に配賦する契約賃貸料を自動的に表示しま
す（［賃貸料］タブページのサブタブページにある［賃貸料の比例配分］
（rpk名：seoror\tequle）フィールドで指定されている場合）。資産に関
連付ける賃貸料を選択します。

注意：契約賃貸料をすべての資産に配賦することが指定されている場合
は、Assetbenterがその契約に関連付けられている資産を自動的に追加し
ます。［賃貸料の比例配分］フィールドが［資産に賃貸料を配分または
配賦しない］に設定されている場合は、資産を追加しません。

選択した資産の［取得］タブページの情報は、次のように自動的に入力また
は変更され、資産がリース契約にリンクされます。
• ［取得方法］（rpk名：seAcqulethod）フィールドには、リース明細で
定義した［資産のデフォルトの取得方法］（rpk名：seAcqulethod）
フィールドの値が入ります。

• ［調達］サブタブページには、貸主の名前と参照番号が入力され、［リー
ス明細］（rpk名：Acqubontr\ct）フィールドにリンクしたリース契約が
表示されます。

• ［価格と条件］サブタブページには、リース期間の開始日と終了日が表
示されます。
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• 選択した賃貸料とすべての資産に配賦した契約賃貸料に関する情報を含
むサブタブページが作成されます。このサブタブページには契約自体に
定義された賃貸料に関する情報がコピーされます。資産の賃貸料は、契
約上で定義した賃貸料の分割規則に従って計算されます。

契約上の資産を表示する
リース契約画面の［資産（リース）］タブページには、以下のすべての資産
が契約上の資産として一覧表示されます。
• 契約のファイナンス処理時に調達管理の過程で発生した資産。これらの
資産は受領済であり、ポートフォリオの一部です。

• 資産のテーブルにインポートまたは直接入力された資産。リース契約の
枠組み内で取得した資産です。

これらのすべての資産は、資産の詳細画面の［取得］タブページで同じ契約
にリンクしています。

資産の受領を承認し、一時金を計算する
ここでは、資産の受領を承認し、一時金を計算する手順について説明しま
す。

借主は、資産を受領すると一定の時間をかけて資産を評価し、正しく機能す
ることを確認します。その結果資産が承認されると、リースと賃貸料の支払
が実際に開始されます。

承認は、リース手続きの中できわめて重要な処理手続きであり、借主と貸主
との間で契約書類が交換されます。借主は貸主に受領証書を送付し、資産の
承認を表明します。

契約の詳細画面の右側にある ボタンをクリックすると、ウィンドウ
が表示され、次の処理を行うことができます。
• 資産の受領の承認
• 承認した資産の一時金の計算

これらの処理を行うには、必ず次の手順に従ってください。
P ウィンドウの左側で情報を入力し、資産の受領を承認します。
2 ウィンドウの右側で情報を入力し、承認した資産の一時金を計算します。
R ［適用］ボタンをクリックして保存します。
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注意:

契約上の資産のそれぞれの受領承認日を別々に指定できます。これにより、
異なる日程の納品予定を組んで別々の日に資産を受領することができます。

資産の受領を承認する
資産の受領を承認するには、次の手順に従います。
P 契約の詳細画面の をクリックします。そのリース契約に含まれ
ている資産が一覧表示されます。デフォルトでAssetbenterは、まだ受領
されていない資産のみを表示します。

2 受領を承認する資産を選択します。
R ［取得状況］（rpk名：seAcqurt\tus）フィールドで［受領承認済］を選
択します。このフィールドは、資産の詳細画面の［取得］タブページの
［調達］サブタブページにもあります。

S 該当するフィールドに承認日を入力します。
T 複数の資産を続けて承認する場合は、［シリアル番号］のフィールドに
そのつどシリアル番号を入力します。このフィールドは資産の詳細画面
の［全般］タブページの［シリアルmoM］フィールドに対応します。

終了するには、画面右側で資産の一時金を計算してから［適用］ボタンをク
リックします。

注意:

［受領承認日と一時金］画面の［シリアル番号］フィールドは、契約上の資
産のシリアル番号を示します。貸主に送付する受領証書には、受領した資
産、承認日、資産のシリアル番号が必要になります。そのため、このシリア
ル番号を必ず入力するようにしてください。

一時金を計算する
資産の受領を承認すると、支払が開始されます。同時に、借主は貸主に一時
金を支払う必要があります。

一時金は、資産の受領承認日から賃貸契約期間の最初の賃貸料支払日までの
賃貸料を対象とします。

警告:

Assetbenterでは、契約の主賃貸料に付属する一時金だけを計算します。
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Assetbenterでは、契約の詳細画面の［賃貸料］タブページ／主賃貸料サブタ
ブページ／［賃貸料の比例配分］（rpk名：seoror\tequle）フィールドで選
択できる次のオプションに応じて一時金を計算します。
• ［資産に賃貸料を配分または配賦しない］
• ［すべての資産に賃貸料を比例配分して配賦］
• ［選択した資産に賃貸料を比例配分して配賦］
• ［すべての資産にP件当りの賃貸料を配賦］
• ［選択した資産にP件当りの賃貸料を配賦］

［すべての資産に賃貸料を比例配分して配賦］オプショ
ン

Assetbenterは、次の手順で一時金を資産に配分します。
P まず、［受領承認日と一時金］の画面で選択したすべての資産の一時金
を計算します。これは、選択した資産の賃貸料の総額と［受領承認日と
一時金］で定義した一時金の計算タイプに基づいて計算します。契約上
のすべての資産を選択する必要はありません。

2 この一時金を、選択した各資産に配分します。これは、資産の詳細画面
の［支払］（rpk名：mo\yments）フィールドと［回数］（rpk名：
seoeriodicity）フィールド（［取得］タブページの主賃貸料サブタブペー
ジ）に基づいて計算されます。各資産の一時金は、［価格と条件］タブ
ページの［初回金］（rpk名：mhnto\y）フィールドに入力されます。

R 契約の全一時金を再計算します。この金額は、契約上の全資産の一時金
の合計に等しくなります。契約の一時金の総額は、契約の詳細画面の［全
般］タブページの［初回金］（rpk名：mhnto\y）フィールドに表示され
ます。

すべての資産の一時金を計算する場合は、以下の手順に従います。
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P 契約の詳細画面の をクリックします。［受領承認日と一時金］
画面が表示されます。

2 資産を選択します。
R 一時金の［計算のタイプ］を選択し、選択した方法に応じて［最小日
数］、［最大日数］、［パーセント］の各フィールドに値を入力します。
［固定］を選択した場合は、［一時金の合計］フィールドに直接金額を
入力します。

S をクリックすると、すべての資産の一時金の総額が［一時金の合計］
フィールドに表示されます。

T 次に、一時金の合計をすべての資産にどのように配分するかを指定しま
す。
P ［比例配分方法］フィールドでは、一時金を各資産に配分する方法を
指定します。

2 ［四捨五入］フィールドでは、一時金を四捨五入する場合の桁数を指
定します。

U ［適用］ボタンをクリックし、資産ごとの一時金と契約上の一時金の計
算結果を保存します。結果は次のようになります。
P 契約の詳細画面の［全般］タブページにある［初回金］（rpk名：
mhnto\y）フィールドが再計算され、契約上の一時金の総額が更新さ
れます。

2 各資産の詳細画面の［取得］タブページにある［価格と条件］サブタ
ブページの［初回金］（rpk名：mhnto\y）フィールドに、資産の一時
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金が表示されます。この一時金は、［比例配分方法］フィールドと
［四捨五入］フィールドで指定した規則によって、契約賃貸料の総額
を資産に配分したものです。

R 各資産の詳細画面の［コスト］タブページに、一時金の経費明細が表
示されます。

［選択した資産に賃貸料を比例配分して配賦］オプショ
ン

受領を承認した複数の資産の一時金を計算する手順は、主賃貸料をすべての
資産に比例配分する前述の方法と同様です。ただし、次の条件が異なりま
す。
• 選択した資産それぞれにつき、受領承認時に一時金が計算されます。選
択していない資産の一時金はゼロです。

• 契約上の一時金の総額は、選択した資産の一時金の合計に等しくなりま
す。この金額は、契約の詳細画面の［全般］タブページの［初回金］
（rpk名：mhnto\y）フィールドに表示されます。

［資産に賃貸料を配分または配賦しない］オプション
資産ごとの一時金はありません。

契約上の一時金の総額は、契約の詳細画面の［全般］タブページ／［初回
金］（rpk名：mhnto\y）フィールドに借主が直接入力します。

この場合は、 ボタンを押しても、一時金は計算されません。画面左
側の受領の承認にのみ使用されます。

契約の一時金の経費明細は、契約の詳細画面の［コスト］タブページに表示
されます。

一時金の計算タイプ

注意:

一時金の計算タイプは、契約の主賃貸料をすべての資産または選択した資産
に配分する場合（契約の詳細画面の［賃貸料］タブページの主賃貸料サブタ
ブページにある［賃貸料の比例配分］（rpk名：seoror\tequle）フィールド
で指定）にのみ使われます。

Assetbenterでは、選択した複数の資産の一時金を次のRつの方法で計算でき
ます。
• 資産受領の承認日に基づいて計算
• 選択した資産の賃貸料に対する比率（パーセント）で計算
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• 固定値（直接金額を入力）

契約の詳細画面の［リース］タブページ、および［受領承認日と一時金］画
面に、一時金の計算タイプが表示されます。

次の節では、選択した複数の資産の一時金を計算する方法について詳しく説
明します。

［受領承認日］による計算
一時金は、資産の受領を承認した日から計算されます。つまり、一時金の期
間に比例配分されます。Assetbenterでは、Pヶ月はRO日と見なします。

計算パラメータは、［受領承認日と一時金］画面で指定します。
• 計算の基準値は［賃貸料の合計］フィールドに指定します。これは、選
択した資産の定期的に支払う賃貸料の総額です。ただし、選択した資産
に契約賃貸料を配分する場合（契約の詳細画面の［賃貸料］タブページ
の［賃貸料の比例配分］（rpk名：seoror\tequle）フィールドで指定）
は、選択しない資産の定期的な賃貸料はゼロになります。

• 計算に使う日数は、Assetbenterで自動的に決定されます。
• 日数

受領承認日から賃貸期間の最初の賃貸料支払日までの日数（Assetbenter
で自動的に計算されます。）

• 最小日数

一時金の計算に使う最小の日数
• 最大日数

一時金の計算に使う最大の日数

受領承認日による一時金の計算例
リース契約はQOOQ年V月P日に始まります。月P回の賃貸料（月額ROOOO円）を
月初めに支払います。これは、契約上のすべての資産に配分されます。借主
は、QOOQ年U月PV日に契約上の資産をQ件を受領し、受領を承認しました。こ
れらの資産の賃貸料は、それぞれ月額WOOO円（資産A）とSOOO円（資産a）
です。
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• これらのQ件の資産の一時金は、U月PV日からU月RO日まで（初日と最終日
を含む）のPS日間です。したがって、一時金はPSNRO I G WOOO J SOOO ) =
￥TUOOと計算されます。

これで、契約上の一時金の総額（契約の詳細画面の［全般］タブページ
の［初回金］（rpk名：mhnto\y）フィールドに表示される金額）が、TUOO
円増えます。

• 受領を承認したQ件の資産の一時金は、それぞれの資産の詳細画面の［取
得］タブページ／［価格と条件］サブタブページ／［初回金］フィール
ドに表示されます。

Q件の資産の一時金は、契約上の一時金総額を月額の賃貸料に比例配分
し、少数点以下第二位を四捨五入して計算するものとします。

Aの一時金：TUOO I WOOO N GWOOO J SOOO) = ￥RVRRMR

aの一時金：TUOO I SOOO N GWOOO J SOOO) = ￥PWUUMV

［最小日数］と［最大日数］フィールドを使う一時金の計
算例
リース契約はQOOQ年V月P日に始まります。すべての資産に配分された賃貸料
は、月初めに支払う必要があります。一時金は承認日に応じて計算されま
す。［最小日数］はR日、［最大日数］はQT日です。
• 契約上のすべての資産をQOOQ年U月QX日に受領し、承認する場合は、承認
日から賃貸期間の初日までの日数がR日未満なので、一時金はゼロになり
ます。

• 契約上のすべての資産をQOOQ年V月Q日に受領し、承認する場合は、承認
日から賃貸期間の初日までの日数がQT日を超えています。結果として、
一時金はQT日間についてのみ計算されます。

賃貸料比（パーセント）による計算
一時金は、次のように契約の［賃貸料の合計］フィールドに指定した金額に
対する比率で計算します。
• 比率は、この計算方法を選択した場合に表示される［パーセント］フィー
ルドに指定します。デフォルトでは、契約の詳細画面の［リース］タブ
で定義する比率に等しくなります。

• ［賃貸料の合計］は、選択した資産の定期的に支払う賃貸料の合計です。
ただし、契約賃貸料を選択した資産に配分する場合（契約の詳細画面の
［賃貸料］タブページ／［賃貸料の比例配分］（rpk名：seoror\tequle）
フィールドで指定）は、選択しない資産の定期的な賃貸料はゼロになり
ます。

一時金は、この方法では資産の受領承認日には無関係です。
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例
リース契約はQOOQ年V月P日に始まります。月P回の賃貸料（月額ROOOO円）を
月初めに支払います。契約の詳細画面の［リース］タブページで定義した一
時金の賃貸料比は、RODです。賃貸料はすべての資産に配分され、契約上の
すべての資産をQOOQ年U月中に受領し、承認します。
• 契約の一時金はQOOQ年U月P日からU月RO日までの期間を対象とします。

一時金は、ROOOO I ROD = ￥XOOOとなります。
• 資産ごとの一時金は、選択した方法で一時金を比例配分して計算します。

固定値による計算
一時金は入力した金額そのものになります。［受領承認日と一時金］画面の
［一時金の合計］フィールドに直接金額を入力してください。

契約上の資産を更新する
期間満了時に、借主はすべてまたは一部の資産についてリースを延長できま
す。これを資産の更新と呼びます。

資産を更新するには、次の手順に従います。
P 契約の詳細画面で ボタンをクリックします。このボタンは、契
約の詳細画面の［オプション］タブページで［更新］（rpk名：bqennpt）
オプションが選択されている場合にのみ有効です。

2 後述の各画面で詳細情報を入力します。
R 最後の画面で［更新］ボタンをクリックして更新を確定します。

更新する資産の選択ウィンドウ
最初に表示されるウィンドウでは、更新する資産を選択できます。

［支払］列
契約の詳細画面の［賃貸料］タブページの主賃貸料サブタブページにある
［賃貸料の比例配分］（rpk名：seoror\tequle）オプションを選択すると、
選択ウィンドウのこの列に各資産の主賃貸料が表示されます。オプションを
選択しない場合は、賃貸料は表示されません。

資産を選択してから［次へ］をクリックします。
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更新する賃貸料の選択ウィンドウ
Q番目に表示されるウィンドウでは、前の手順で選択したすべての資産につ
いて更新する契約の賃貸料を選択できます。

賃貸料を選択してから、［次へ］をクリックします。

新規賃貸料の定義ウィンドウ
R番目に表示されるウィンドウでは、更新する各賃貸料の適用条件を指定で
きます。各賃貸料を選択し、以下のフィールドに入力します。

詳細
新しい賃貸料の名前を入力します。

新しい賃貸料を作成すると、契約の詳細画面の［賃貸料］タブページに、作
成した賃貸料に対応する賃貸料サブタブページが作成されます。

開始
新しい賃貸料の開始日は、デフォルトでは更新する前の賃貸期間の終了日に
P日加えた日付（翌日）になります。

終了
新しい賃貸料の終了日は、デフォルトでは、新しい賃貸料の開始日に契約の
詳細画面の［オプション］タブページの［更新］サブタブページにある［更
新期限］（rpk名：tscefqencur）フィールドに指定した期間を加算した日付
になります。

支払
新しいリース賃貸料は、デフォルトでは契約の詳細画面の［オプション］タ
ブページの［更新］サブタブページにある［デフォルトの更新条件］セク
ションに指定されている情報を使って計算されます。

新しい賃貸料を定義したら、［次へ］をクリックして処理を続行します。

更新日の定義ウィンドウ
最後のウィンドウでは、選択した資産の更新期間を定義します。

デフォルトでは次のようになります。
• 資産の更新日は、新しい賃貸料の最初の支払の初日になります。
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• 更新した資産の終了日は、新しい賃貸料の最後の支払の最終日になりま
す。

資産の更新の結果
最後の定義ウィンドウで［更新］ボタンをクリックします。更新結果は次の
ようになります。
• Assetbenterは、既存の契約の［賃貸料］タブページにユーザが入力した
新しい賃貸料の情報を使ってサブタブページを作成します。これらの新
しい賃貸料は、前のリース賃貸料と同様に計算され、管理されます。

• 作成された賃貸料のサブタブページは、資産の詳細画面の［取得］タブ
ページに表示されます。

• 資産を更新すると、そのステータスも自動的に更新されます。資産の詳
細画面の［取得］タブページの［調達］サブタブページにある［取得状
況］（rpk名：seAcqurt\tus）フィールドが［更新済］になります。

資産を返却する
ここでは、満了時に資産を返却する手順について説明します。

契約の詳細画面の［返却］ボタンをクリックすると、リース明細に関連する
返却が作成されます。このボタンは、契約の詳細画面の［オプション］タブ
ページで［返却］（rpk名：bqetnpt）オプションが選択されている場合にの
み有効です。

返却は、［契約／返却 L 期間満了］メニューを使って管理することもできま
す。このメニューを選択すると、特定の契約だけでなくすべての契約の返却
のリストを表示できます。これに対し、［返却］ボタンは、作業中の契約に
関連する返却のみを表示します。

P件の返却に、同じ契約に含まれる資産が複数リンクする場合もあります。

返却を契約に関連付ける
返却の詳細画面の［全般］タブページの［ファイナンス契約］（rpk名：
rchedule）フィールドで、返却をリンクする契約を指定します。

リース契約の詳細画面の［返却］ボタンを使って返却を表示した場合は、こ
のフィールドにはリンクしているリース契約が表示され、これを変更するこ
とはできません。［契約／返却L期間満了］メニューから返却を表示した場合
は、契約のテーブルからリース明細を選択できます。
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返却する資産のリスト
返却する資産の一覧を、返却の詳細画面の［資産］タブページで見ることが
できます。
P をクリックすると、返却の詳細画面の［全般］タブページで指定した
リース明細にリンクしている資産のリストから資産を選択できます。

2 をクリックすると、資産をリストから削除できます。

輸送に関する情報は、返却の詳細画面の［輸送］タブにあります。

資産が返却に入れられると、そのステータスが自動的に変更されます。資産
の詳細画面の［取得］タブページ／［調達］サブタブページ／［取得状況］
（rpk名：seAcqurt\tus）フィールドが［返却予定］に変わります。

返却する資産のリストに資産を加えても、資産のテーブルや契約上の資産の
リスト（契約の詳細画面の［資産］タブページに表示）からは削除されませ
ん。

資産を除却する
返却に入っている資産は、自動的に除却されるわけではありません。

返却に入っている資産を実際に除却する手順を次のとおりです。
P 返却の［全般］タブページの［実行日］（rpk名：db\rriednut）フィー
ルドに日付を指定します。

2 返却の詳細画面の［資産］タブページで除却する資産を選択します。
R ［除却］をクリックします。

次のように変更されます。
• 資産の詳細画面の［取得］タブページの［取得状況］（rpk名：
seAcqurt\tus）が［返却済］に設定されます。

• 資産（［ポートフォリオ］タブのサブタブ［全般］）の［割当］（rpk
名：seAssignment）フィールドが、［除却済(または消費済)］に変わりま
す。

• 資産の詳細画面の［全般］タブページの［使用終了］セクションが、次
のように変更されます。
• ［除却］（rpk名：dcispos）フィールドは、デフォルトでは返却の詳
細画面の［全般］タブページ（［実行日］フィールド）で指定した実
際の返却日になります。

• 資産の詳細画面の［全般］タブページの［理由］（rpk名：
cisposqe\son）フィールドに、除却の理由が「返却（［返却伝票の名
前］）」であることが示されます。
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資産を買い取る
資産を買い取る場合は、以下の手順に従います。
P 契約の詳細画面の［購入］ボタンをクリックします。このボタンは、契
約の詳細画面の［オプション］タブページで［購入］（rpk名：
bourchnpt）オプションが選択されている場合にのみ有効です。

2 買い取る資産を選択します。

Assetbenterは、選択した資産について次の金額を計算します。
• 主賃貸料（［取得］タブページ）の各サブタブページに表示される［支
払］（rpk名：mo\yments）フィールドの合計金額

• 選択した資産の［取得］タブページ／［調達］サブタブページ／［市場
価格］（rpk名：ml\rketu\l）フィールドの合計金額

次のように、特定の購入条件は自動的に入力されます。
• 購入価格は、選択した資産の［取得］タブページ／［価格と条件］サブ
タブページ／［買取額］（rpk名：mourchnptu\l）フィールドの合計に
なります。

• 購入日は、デフォルトではリース期間の満了日になります。

必要に応じて、購入価格を手動で入力し、購入日を変更します。［比例配分
方法］フィールドでは、購入価格を選択した資産に配分する方法を指定しま
す。

注意:

［賃貸料の合計］、［市場価格の合計］、および［購入見積値］のフィール
ドの値は、［購入価格］を決定するときの参考用です。

次に、［適用］をクリックして、内容を確定します。

買い取りを確定すると、選択した資産の次のフィールドが変更されます。
• ［取得方法］（rpk名：seAcqulethod）フィールド（［取得］タブペー
ジ）が［購入］に変更されます。

• ［購入日］（rpk名：dAcquisition）フィールド（［取得］タブページの
［価格と条件］サブタブページ）が、資産の購入画面で指定した日付に
なります。

• ［購入価格］（rpk名：morice）フィールド（［取得］タブページの［価
格と条件］サブタブページ）が、購入画面で定義したパラメータから計
算した値になります。

• 資産の詳細画面の［コスト］タブページに経費明細が作成されます。
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処理をトラッキングする
［サイクル］タブページでは、資産のライフサイクルをトラッキングできま
す。このタブページには、リース契約の管理で資産に対して実行した処理の
一覧が表示されます。
• 契約への追加（登録）
• 承認
• 更新
• 購入（買い取り）
• 返却

このタブページは、情報の提供のみを目的としています。このタブページか
ら契約上の資産に関する処理を行うことはできません。

をクリックするだけで、処理を行った資産や返却明細のリストが下側に表
示されます。

ダブルクリックすると、資産と返却の詳細画面にアクセスできます。

注意:

返却処理に表示される日付は返却予定日です。

損失額の計算規則を定義する
一般に、紛失または破損した資産の価値は契約に規定されています。

Assetbenterでは、損失額の計算規則を入力し、P件の資産または選択した複
数の資産の損失額を参考値を使って見積ることができます。

これらの作業は、リース契約の詳細画面の［リース］タブページで行いま
す。資産の詳細画面で直接資産の損失額を計算することはできません。

資産の損失額を計算する前に、計算規則を定義する必要があります。

計算規則を定義するには、次の手順に従います。
P リース契約の詳細画面を表示し、［リース］タブに移動します。
2 ［規則］（rpk名：kossu\lqule）フィールドに移動します。
R このフィールドに新しい損失額の計算規則名を入力して別のフィールド
に移動すると、損失額の計算規則が作成されます（［仮作成］と［詳細
設定］のどちらかのオプションを選択できるダイアログボックスが表示
されます。ここでは［詳細設定］を選択します）。

資産の損失額を評価するための計算規則例は以下のとおりです。

V0 AssetCenter SMR - 契約

AssetCenter



図 SMPM 損失額のタイプ L '定額法' の例

［回数］（rpk名：seoeriodicity）
期間中に行う計算の回数（頻度）を指定します。

［桁数］（rpk名：forecision）
計算結果の桁数を指定します。

例：「OMP」と指定すると、計算された損失率が、小数点以下第P位まで表示
されます。

［期限］（rpk名：tscuration）
損失額の計算規則の有効期間を、契約の開始日から数えた日数で指定しま
す。

適用
損失額の計算規則を変更したときに、リンクしている契約にすぐにその変更
結果を反映させたい場合は、このボタンを使います。

ボタンと ボタン
または をクリックすると、損失率を追加または削除できます。

損失額を求める計算規則では、契約の開始以降の経過時間によって資産の参
照値にかける損失率が決まります。
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定額法でQつの期間の損失額間の損失率を計算する場合は、［損失率の計算］
ボタンで自動的に計算できます。Q値間の損失率を計算するには、次の操作
を行います。
P 計算の［回数］と［桁数］を定義します。
2 計算する期間の最初と最後の損失率を入力します。
R 両方の損失率を選択します。
S ［損失率の計算］ボタンをクリックします。Qつの期間の間の損失率が計
算されます。

損失率の変化が直線的でない場合は、 ボタンをクリックして、直接それぞ
れの損失率を入力する必要があります。

この例では、リース期間の開始後Rヶ月間の損失額は、資産の参考値（計算
基準値）のWTDになります。

損失額を計算する
損失額の計算規則を選択すると、Assetbenterはこの損失額計算規則を使って
損失額を計算します。損失額の計算には、次のいずれかの方法を使います。
• すべての期間について計算する
• 指定した日付について計算する

ボタンをクリックすると、計算が開始されます。

注意:

損失額の計算を始める前に、契約の詳細画面の［変更］をクリックし、選択
した計算方法を確定してください。
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［全期間で計算］
この方法を選択すると、Assetbenterは契約の開始日（［全般］タブページ
内）以降の規則の有効期間に属するすべての期間について損失額を計算しま
す。計算したリース契約専用の損失額のテーブルが作成されます。

［日付］（rpk名：dkossual）と［損失率］（rpk名：
pRate）
選択した明細の日付と損失率が表示されます。このQつの値は、選択した損
失額の計算規則によって決まります。この情報は、契約の損失額のリスト内
で更新または保存できます。

［市場価格］（rpk名：mualue）
選択した明細の損失額が表示されます。P件の資産または複数の資産の合計
額を入力できます。

［指定した日付で計算］
この方法を選択すると、Assetbenterはその契約に指定された計算規則を使っ
て、特定の日付の時点における損失額を計算します。

計算基準
デフォルトでは、Assetbenterは［資産総額］（rpk名：ml\rketu\l）フィー
ルド（契約の［リース］タブページ内）の値が入力されます。

P件の資産または複数の資産の合計額を入力できます。
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契約の開始
損失額の計算規則の適用開始日を設定します。この日付は、デフォルトでは
契約の開始日（［全般］タブページ内）になります。この日付を変更すれ
ば、例えば契約の開始後に追加した資産の損失額を計算できます。

［計算］ボタン
次の場合はこのボタンをクリックします。
• 計算基準値にかける損失率を表示する。この損失率は、選択した計算規
則と資産の紛失日によって決まります。

• 計算基準値を基に損失額を計算する。

損失額を更新する
契約の詳細画面の［リース］タブページでは、損失額の計算規則と計算の方
法（［全期間で計算］または［指定した日付で計算］）を定義できます。
をクリックすると、損失額の計算を開始できます。

損失額の計算規則の詳細は、次の方法で変更できます。
• ［管理／画面一覧］メニュー使って［損失額］のテーブル（rpk名：
\mkossu\lkine）を表示します（このメニューにアクセスできるのは、
Assetbenter管理者のみです）。

• 契約の詳細画面の［リース］タブページで、［規則］（rpk名：
kossu\lqule）フィールドの右の ボタンをクリックして、計算規則の編
集画面を表示します。

この場合、この損失額を使うすべての契約を更新する必要があります。

損失額の変更直後の更新
変更した損失額の計算規則を使うすべての契約を更新するには、計算規則の
詳細画面の［適用］ボタンをクリックします。

AssetCenter rerverによる更新
Assetbenter rerverは、計算方法が［全期間で計算］（リース契約の詳細画面
の［リース］タブページの［計算］（rpk名：sekossu\lb\lclode）フィール
ド）に設定されているリース契約の損失額を定期的に再計算します。このよ
うに、Assetbenter rerverがデータベースにアクセスした後に損失額の計算規
則を変更すると、Assetbenter rerverによって損失額が更新されます。

損失額を再計算する頻度を定義する場合は、次の手順に従います。
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P Assetbenter rerverの［ツール／モジュールの設定］メニューを選択しま
す。

2 ［モジュール］タブを選択します。
R ［規定の損失額の計算］オプションをオンにします。
S ウィンドウの下部で頻度を指定します。
T ［nK］をクリックして設定を確定します。
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本章では、契約の賃貸料を計算する方法について説明します。

契約単位の賃貸料の支払については、契約の詳細画面の［賃貸料］タブペー
ジで詳細情報を入力します。契約に関連する各賃貸料の金額（保険、メンテ
ナンスなど）は、サブタブページに入力します。

資産ごとの賃貸料については、資産の詳細画面の［取得］タブページの各サ
ブタブページで詳細情報を入力します。

本章の前半では、次のTつの方法で契約賃貸料を計算する手順を紹介します。
• 契約全体の賃貸料を計算し、その契約に含まれるすべての資産に配分し
ます。この方法を使用するには、契約の詳細画面の［賃貸料］タブペー
ジの［賃貸料の比例配分］（rpk名：seoror\tequle）フィールドで［すべ
ての資産に賃貸料を比例配分して配賦］オプションを選択します。

• 契約全体の賃貸料を計算し、契約に含まれる一部の資産に配分します。
この方法を使用するには、契約の詳細画面の［賃貸料］タブページの［賃
貸料の比例配分］（rpk名：seoror\tequle）フィールドで［選択した資産
にP件当りの賃貸料を配賦］オプションを選択します。

• 契約上でP件当りの賃貸料を定義し、その賃貸料を契約に含まれるすべて
の資産に配賦します。この方法を使用するには、契約の詳細画面の［賃
貸料］タブページの［賃貸料の比例配分］（rpk名：seoror\tequle）フィー
ルドで［すべての資産にP件当りの賃貸料を配賦］オプションを選択しま
す。

�リース - 賃貸料5
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• 契約上でP件あたりの賃貸料を定義し、その賃貸料を契約上の一部の資産
に配賦します。この方法を使用するには、契約の詳細画面の［賃貸料］
タブページの［賃貸料の比例配分］（rpk名：seoror\tequle）フィールド
で［選択した資産にP件当りの賃貸料を配賦］オプションを選択します。

• 契約全体の賃貸料を計算しますが、資産への配賦は行いません。この方
法を使用するには、契約の詳細画面の［賃貸料］タブページの［賃貸料
の比例配分］（rpk名：seoror\tequle）フィールドで［資産に賃貸料を配
分または配賦しない］オプションを選択します。

方法P：契約賃貸料を計算し、契約上のすべての資
産に配分する

ここでは、賃貸料の支払を契約上のすべての資産に配分する手順を説明しま
す。

この方法を適用するには、契約の詳細画面の［賃貸料］タブページの各サブ
タブページで［賃貸料の比例配分］（rpk名：seoror\tequle）フィールドを
［すべての資産に賃貸料を比例配分して配賦］に設定する必要があります。

手順の中で処理する賃貸料を仮に「賃貸料x」とし、この賃貸料については
契約の詳細画面（［賃貸料］タブページ）の［賃貸料x］サブタブページに
詳細情報が入力されているものとします。

［賃貸料x］サブタブページについて
• 契約に伴う資産ごとに［賃貸料x］サブタブページ（資産の［取得］タブ
ページ内）があります。

• 次に示す［賃貸料x］サブタブページのフィールドはすべての資産に共通
であり、契約本体でしか変更できません。
• ［回数］（rpk名：seoeriodicity）
• 「主賃貸料」属性の有無
• 賃貸料xの開始日
• 賃貸料xの終了日
• ［支払］
• ［支払期日］
• ［猶予］
• ［受領承認日］（rpk名：beromAcceptc\te）

• ［賃貸料x］サブタブページの次のフィールドは、契約では使いません。

［経費明細の計算開始日］（rpk名：dqec\lcul）
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• 契約の［賃貸料x］サブタブページで、契約に関連する資産用のコストカ
テゴリ（rpk名：bostb\tegory）とコストセンタ（rpk名：bostbenter）を
定義します。

警告:

資産の詳細画面の［ポートフォリオ］タブページの［全般］サブタブペー
ジにある［コストカテゴリ］（rpk名：bostb\tegory）リンクと［コスト
センタ］（rpk名：bostbenter）リンクが入力されている場合、資産の
［賃貸料x］サブタブページに入力されるのは、これらのQリンクの値で
す。

これらQリンクの値は、資産の［賃貸料x］サブタブページにも表示され
ます。

• 賃貸料の支払に対応する経費明細は、資産の［賃貸料x］サブタブページ
で定義する予算とコストセンタに配賦されます。これらの経費明細の作
成に使うパラメータは、［賃貸料x］サブタブページで指定します。

賃貸料の計算を実行する前に
Assetbenterで自動的に正しく計算を実行するために、次の手順に従って契約
と資産を作成してください。
P 契約を作成します。［賃貸料］タブページには情報を入力しません。
2 契約に資産を追加します。この場合、［取得］タブページで「賃貸料x」
のサブタブページを追加しないでください。資産の詳細画面の［取得］
タブページ／［調達］サブタブページ／［市場価格］（rpk名：
ml\rketu\l）フィールドに値が入っていることを確認します。

R 契約の詳細画面の［賃貸料］タブページに作成されたサブタブページに
情報を入力します。他にも賃貸料がある場合は、対応するサブタブペー
ジを追加し、どの賃貸料が［主賃貸料］（rpk名：bl\inqent）かを指定
します

S Assetbenter rerverが起動しており、経費明細を計算できることを検証しま
す。

重要項目:

賃貸料のサブタブページで［受領承認日］（rpk名：beromAcceptc\te）
オプションを選択すると、契約上の資産の受領が承認されるまでその賃
貸料の支払の経費明細は計算されません。
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契約の「賃貸料x」を計算する
契約の詳細画面の［賃貸料］タブページで、契約賃貸料の計算条件を指定し
ます。各賃貸料については、個々のサブタブページに値が表示されます。

賃貸料ごとに、次の計算が実行されます。
• デフォルトでは、賃貸料の計算基準値となる［市場価格］（rpk名：
mu\lue）は、契約上の資産の市場価格の合計になります。この計算は、
契約に資産を追加してから［賃貸料x］サブタブページを定義する場合に
のみ機能します。

注意:

賃貸料を資産に配分する方法（［賃貸料x］サブタブページの［賃貸料の
比例配分］（rpk名：seoror\tequle）フィールド）を変更しても、契約自
体の賃貸料の［市場価格］は変更されません。その場合は、契約上の資
産の比例配分値の合計を直接手動で入力してください。

• 一般に、料率はリース対象の資産のタイプによって変わります。これは、
契約上で定義します。

• 契約上の［支払］（rpk名：mo\yments）額は、賃貸料の［市場価格］に
［料率］（rpk名：pkqe）をかけて計算します。

資産の賃貸料を計算する
契約上の資産ごとの賃貸料は、契約の詳細画面の［賃貸料］タブページ／
［賃貸料］サブタブページにある［支払］（rpk名：mo\yments）、［比例
配分方法］（rpk名：oror\teeield）、［四捨五入］（rpk名：forecision）、
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および［受領承認日］（rpk名：beromAcceptc\te）のフィールドを使って計
算されます。

賃貸料を各資産に配分する方法
賃貸料を資産に配分するには、次の値を使うことができます。
• 賃貸料：資産の詳細画面の［取得］タブページ／［賃貸料］サブタブペー
ジ／［支払］（rpk名：mo\yments）フィールドに指定します。

• 資産の市場価格：資産の詳細画面の［取得］タブページ／［調達］サブ
タブページ／［市場価格］フィールドに指定します。

• 資産の購入価格：資産の詳細画面の［取得］タブページ／［価格と条件］
サブタブページ／［購入価格］フィールドに指定します。このフィール
ドは、資産を購入する場合（資産の詳細画面の［取得］タブページ／［取
得方法］（rpk名：seAcqulethod）フィールドが［購入］に設定されて
いる場合）にのみ有効です。

• 買取額（買い取り価格）：資産の詳細画面の［取得］タブページ／［価
格と条件］サブタブページ／［買取額］フィールドに指定します。この
フィールドは、資産がリース対象の場合（資産の詳細画面の［取得］タ
ブページ／［取得方法］（rpk名：seAcqulethod）フィールドが［リー
ス］に設定されている場合）にのみ有効です。

• 資産の一時金：資産の取得方法が［レンタル］または［リース］の場合
に、資産の詳細画面の［取得］タブページ／［価格と条件］サブタブペー
ジ／［初回金］（rpk名：mhnto\y）フィールドに指定します。

• 資産の減価償却：資産の詳細画面の［固定資産］タブページ／［減価償
却］（rpk名：mcepru\l）フィールドに指定します。このタブは、資産
の詳細画面の［取得］タブページ／［取得方法］フィールドが［購入］
に設定されている場合のみ表示されます。

• 資産の残存価額：資産の詳細画面の［固定資産］タブページ／［残存価
額］（rpk名：mmetu\lue）フィールドに指定します。

上記のすべての計算方法では、資産の詳細画面内の値（［購入価格］、［支
払］、［市場価格］など）を使います。これらの値は、「比例配分値」と呼
ばれます。

契約の［支払］と比例配分値が既に指定されている場合に、資産の［支払］
（rpk名：mo\yments）を計算する式は次のとおりです。
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注意:

［賃貸料の比例配分］（rpk名：seoror\tequle）フィールドには、賃貸料を
資産に配分するすべての方法が表示されます。

リース賃貸料の計算では、市場価格、買取額による比例配分などの特定の方
法を使用します。

その他の方法は、賃貸またはリース以外で取得した資産の賃貸料を計算する
のに使われます。例えば、保険料は契約賃貸料と見なされるので、購入価格
を比例配分して購入した資産に配賦されます。

丸め誤差
丸め誤差は、最初の賃貸料で相殺されます。Assetbenter rerverは、最初の資
産以外の資産の賃貸料を先に計算し、その結果派生した誤差を最初の資産の
賃貸料に繰り越して、資産賃貸料の合計が契約賃貸料に等しくなるように調
整します（どれを最初の資産と見なすかは、データベース管理システムとそ
のインデックスの設定方法によって決まります）。

四捨五入の桁数が「O」に設定されている場合は、各資産の賃貸料をデフォ
ルトの桁数で計算します。例えば、価格が「POO」の契約賃貸料をRつの資産
に分割する場合は、指定した四捨五入の桁数によって次のように各資産の賃
貸料が算出されます。
• 四捨五入の桁数がOMOPの場合
P RR,RS
2 RR,RR
R RR,RR

• 四捨五入の桁数がOの場合
P RRMRRRRRRRRRRRRRSRR
2 RRMRRRRRRRRRRRRRQTS
R RRMRRRRRRRRRRRRRQTS

注意:

四捨五入の桁数は、税金の値を配分する場合にも使われます。
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賃貸料をすべての資産に比例配分する場合の計算規
則

「リース明細」タイプの契約の場合
「賃貸料x」の詳細情報は、次のサブタブページで指定します。
• 契約の詳細画面の［賃貸料］タブページ／［賃貸料x］サブタブページ
• 契約の資産の詳細画面の［取得］タブページ／［賃貸料x］サブタブペー
ジ

下の図に、契約の詳細画面のフィールドと資産の詳細画面のフィールドとの
リンク関係、および［賃貸料x］サブタブページを初めて作成した場合に［市
場価格］（rpk名：mu\lue）、［支払］（rpk名：mo\yments）、［料率］
（rpk名：pkqe）フィールドを使って賃貸料を計算する規則を示します。こ
の計算規則は、資産を契約に追加してから［賃貸料］サブタブページを追加
した場合にのみ適用されます。

図 5MPM 賃貸料を契約上の資産に配分する L 図

• 契約上の［資産総額］（rpk名：ml\rketu\l）は、契約上のすべての資
産の市場価格の合計に等しくなります。このデータは、情報の提供のみ
を目的としています。
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• 契約の賃貸料xの計算の基準値となる［市場価格］は、デフォルトでは資
産総額に等しくなります。

• 「賃貸料x」の契約賃貸料（［支払］フィールド）は、賃貸料xの［市場
価格］に定義済の［料率］をかけた値になります。

• 「賃貸料x」の契約賃貸料（［支払］フィールド）は、指定した方法で資
産に比例配分され、配賦されます。

• 資産の［料率］は、［賃貸料x］の資産賃貸料の計算の基準値となる［市
場価格］と前の手順で計算した資産の［支払］フィールドによって計算
されます。資産賃貸料xの計算に使う［市場価格］は、デフォルトではそ
の資産の市場価格になります。

その他のタイプの契約の場合
「賃貸料x」の詳細情報は、次のサブタブページで指定します。
• 契約の詳細画面の［賃貸料］タブページ／［賃貸料x］サブタブページ
• 契約の資産の詳細画面の［取得］タブページ／［賃貸料x］サブタブペー
ジ

契約の［市場価格］、契約賃貸料、資産の［支払］、資産に適用する［料
率］を決定する規則は次のとおりです。
• 契約の［市場価格］は、デフォルトでは契約上の資産の市場価格の合計
になります。

• 契約の［支払］は、契約の［市場価格］に、その契約に定義した［料率］
をかけた値になります。

• 契約の［支払］は、指定した方法によって資産に分割されます。
• 資産の［料率］は、資産の［市場価格］と前の手順で算出した資産の［支
払］フィールドによって計算されます。資産の［市場価格］は、デフォ
ルトでは資産の市場価格になります。

賃貸料の計算例
ある企業が次に示すRつの資産をリースすると仮定します。
• Q台のob（wとx）（市場価格はそれぞれPTOOOO円）
• P台のob（y）（市場価格はQOOOOO円）

契約の初期料率はRDです。

契約の［支払］（rpk名：moayments）を計算する
契約の［支払］= 契約賃貸料の［市場価格］×［料率］

契約賃貸料の［市場価格］=“契約上の資産の市場価格”

= ￥TOOOOO
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契約の［支払］= TOOOOO × RD = ￥PTOOO

資産の賃貸料を計算する
xの［支払］= 契約の［支払］× xのA比例配分値A N GAw、x、yの比例配分値A)

= 契約の［支払］× xの市場価格 N G“w、x、yの市場価格”)

= PTO × PTOO N GPTOO J PTOO J QOOO)

= ￥STOO

yの［支払］ = PTOOOO × QOOOOO N TOOOOO = ￥UOOO

wの［支払］ = 契約の［支払］L G“w以外の資産の賃貸料”)

= PTO L ST L UO

= ￥STOO

契約に資産を追加した場合

「リース明細」タイプの契約の場合
次の方法で使用中の資産を選択し、リース契約に追加します。
• 資産のテーブルから追加
• 契約の詳細画面の［資産（リース）］タブページから追加

注意:

契約の詳細画面の［資産（リース）］タブページから資産を契約に追加する
と、契約と資産の両方の詳細画面に賃貸料サブタブページが自動的に作成ま
たは変更されるので、この方法をお奨めします。資産のテーブルから資産を
契約に追加する場合は、契約と資産の両方の画面で賃貸料サブタブページを
手動で作成または変更する必要があります。

ここでは、契約の詳細画面の［資産］タブページを使って資産を追加した場
合に、契約賃貸料がどう変わるかを説明します。

契約の［資産総額］（rpk名：mlarketual）への影響
リース契約に資産を追加すると、契約の［資産総額］（［リース］タブペー
ジ内）が自動的に再計算されます。

［資産総額］には、追加した資産分の市場価格が加算されます
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契約賃貸料の［市場価格］と［支払］フィールドへの影響
契約に資産を追加すると、資産とその賃貸料の支払期間の開始日と終了日を
指定する中間ウィンドウが表示されます。この例では、契約賃貸料をすべて
の資産に配分してあるので、賃貸料の支払を追加する資産に関連付ける必要
はありません。資産は配分した時点で自動的に賃貸料にリンクされます。

これで、中間ウィンドウで定義した資産の支払期間の開始日と終了日が、既
存の「賃貸料x」の開始日および終了日と異なる場合でも、新しい資産が比
例配分の対象資産に加えられ、新しい「賃貸料x」が作成されます。
• 契約に追加した資産の［支払］xを計算しても、同じ契約に含まれる既存
の資産の賃貸料支払額は変わらないものと仮定します。

• 契約の［支払］xには、追加した資産の［支払］xが加算されます。
• 契約賃貸料xの［料率］は変更されません。
• 契約賃貸料xを計算する基準値となる［市場価格］は次のように変更され
ます。

重要項目:

契約賃貸料をすべての資産に配分した後に新しい資産を追加して、その新し
い資産の「賃貸料x」に既存の「賃貸料x」の有効期間と異なるリース期間を
定義すると、Assetbenterはこの資産を新しい「賃貸料x」にリンクしますが、
新しく指定した期間は無視し､既存の「賃貸料x」に定義されているリース期
間を適用します。この規則は、契約賃貸料をすべての資産に配分した賃貸料
の場合にのみ当てはまります。契約賃貸料を一部の資産に配分した場合は、
新しく追加した資産に既存の「賃貸料x」のリース期間と異なる有効期間を
割り当てても、指定した新しい有効期間が適用されます。そのため、すべて
の資産に賃貸料を配分済みの契約に新しい資産を追加し、既存の賃貸料と異
なるリース期間を適用する場合は、まず選択した資産に賃貸料を配分するよ
うに計算方法を変更してから、新しい資産を契約に追加してください。

例
前の例を使って、市場価格PWOOOO円の資産「A」を契約に追加すると仮定し
ます。
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資産「A」の［支払］フィールドの値を計算します。資産Aを契約に追加し
ても、w、x、yの賃貸料は変わらないものとします。

賃貸料A = xの賃貸料 × Aの比例配分値 N xの比例配分値 = xの賃貸料 × Aの
市場価格 N xの市場価格

= xの賃貸料 × Aの市場価格 N xの市場価格

= ST × PWOO N PTOO

= ￥TSOO

契約の新しい［支払］= 契約の前の［支払］ J Aの［支払］

= PTO J TS

= ￥QOSOO

契約賃貸料の新しい［市場価格］= 契約の新しい［支払］ N ［料率］

= QOS N RD

= ￥UPQ

その他のタイプの契約の場合
次の方法で、使用中の資産を選択して契約に追加できます。
• 資産の詳細画面の［契約］タブページで追加
• 契約の詳細画面の［資産（リース）］タブページから追加

ここでは、契約賃貸料をすべての資産に配分した後に、別の資産を契約に追
加するものとします。

資産を契約に追加すると、中間ウィンドウが表示されます。このウィンドウ
では、追加日と取り外し予定日を指定できます。

これで、中間ウィンドウで定義した資産のリース期間の開始日および終了日
が既存の「賃貸料x」の開始日および終了日と異なる場合でも、新しい資産
が比例配分の対象資産に加えられます。
• 契約に追加した資産の［支払］xを計算しても、同じ契約に含まれる既存
の資産の賃貸料支払額は変わらないものと仮定します。

• 契約の［支払］xには、追加した資産の［支払］xが加算されます。
• 契約賃貸料xの［料率］は変更されません。
• 契約賃貸料xの計算の基準値となる［市場価格］は次のように変更されま
す。
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契約から資産を削除した場合

「リース明細」タイプの契約の場合
次の方法で、リース契約から資産を削除することができます。
• ［返却］ボタンを使って資産を返却します。
• 契約の詳細画面の［資産（リース）］タブページで次の操作を行います。
P 削除する資産を選択します。
2 をクリックします。
R ［変更］をクリックし、変更を確定します。

• 資産の詳細画面の［取得］タブページ／［調達］サブタブページ／［リー
ス明細］（rpk名：Acqubontr\ct）フィールドを変更して、契約から資産
を切り離します。

契約の［資産総額］（rpk名：mlarketual）への影響
契約から資産を削除すると、契約の詳細画面（［リース］タブ）の［資産総
額］が自動的に減額されます。

［資産総額］から、削除した資産の市場価格が差し引かれます。

契約賃貸料の［市場価格］と［支払］フィールドの値への
影響
契約の［支払］（rpk名：mo\yments）フィールドの値（契約上の資産の賃
貸料の合計）から、取り外した全資産の［支払］フィールドの合計金額が差
し引かれます。

契約の［市場価格］も変更されます。この値は、変更されない［料率］と、
［支払］フィールドの新しい値を使って再計算されます。

Assetbenter rerverによって賃貸料の見積が自動的に再計算されるため、削除
した資産の賃貸料は計算されなくなります。

その他のタイプの契約の場合
次の方法で資産を契約から削除することができます。
• 契約の詳細画面の［資産（リース）］タブページで次の操作を行います。
P 削除する資産を選択します。
2 をクリックします。
R ［変更］をクリックし、変更を確定します。

• 資産の詳細画面の［契約］タブページで追加
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Assetbenter rerverによって賃貸料の見積が自動的に再計算されるため、削除
した資産の賃貸料は計算されなくなります。

その結果、次のようになります。
• 契約の［支払］フィールドの値は、契約上の資産の賃貸料の合計から、
削除された全資産の［支払］フィールドの合計金額が差し引かれたもの
です。

• 契約の［市場価格］が変更されます。

方法Q：契約賃貸料を計算し、契約上の一部の資産
に配分する

ここでは、契約賃貸料を計算する手順とこれを資産に配分する手順について
説明します。

内容は次のとおりです。
• 契約賃貸料を計算する
• 資産の賃貸料を計算する
• 一部の資産に賃貸料を配分する計算規則
• 契約に資産を追加した場合
• 契約から資産を削除した場合

この方法は、契約の詳細画面の［賃貸料］タブページ／［賃貸料の比例配
分］（rpk名：seoror\tequle）フィールドで［選択した資産に賃貸料を比例
配分して配賦］オプションが選択されている場合にのみ適用されます。

このオプションを選択してから、次の作業を行います。
P ［賃貸料の比例配分］（rpk名：seoror\tequle）フィールドの右の アイ
コンをクリックします。契約に含まれている資産のリストが表示されま
す。

2 このリストから賃貸料を配賦する資産を選択します。
R ［選択］をクリックし、資産の選択を確定します。
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契約賃貸料を計算する

「リース明細」タイプの契約の場合
契約賃貸料は、次に示すように賃貸料の計算基準値となる［市場価格］（rpk
名：mu\lue）に料率をかけて計算します。
• 一般に、［料率］は契約上の資産のタイプによって変わります。料率は
契約上で定義されている値です。

• 賃貸料の［市場価格］は、デフォルトでは［資産総額］（rpk名：
ml\rketu\l）（リース契約の詳細画面の［リース］タブページ内）、つ
まり契約上の資産の市場価格（資産の詳細画面の［取得］タブページ／
［調達］サブタブページ）の合計になります。

その他のタイプの契約の場合
契約賃貸料は、次に示すように賃貸料の計算基準値となる［市場価格］（rpk
名：mu\lue）に料率をかけて計算します。
• 一般に、［料率］はリース資産のタイプによって変わります。料率は契
約上で定義されている値です。

• 賃貸料の市場価格は、デフォルトでは契約上の資産の市場価格（資産の
詳細画面の［取得］タブページ／［調達］サブタブページ内）の合計に
なります。

資産の賃貸料を計算する
契約の詳細画面の［賃貸料］タブページ／［賃貸料x］サブタブページ／［賃
貸料の比例配分］（rpk名：seoror\tequle）フィールドで［選択した資産に
賃貸料を比例配分して配賦］オプションを選択すると、選択した全資産の
「賃貸料x」の合計が契約賃貸料の金額に等しくなります。

選択した各資産の賃貸料xは、［比例配分方法］（rpk名：oror\teeield）フィー
ルドと［四捨五入］（rpk名：forecision）フィールドで定義した条件によっ
て計算されます。

選択した一部の資産の賃貸料を計算する方法は、契約賃貸料を契約上のすべ
ての資産に配分する場合の方法と同様です。選択しなかった資産の賃貸料は
ゼロになります。
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一部の資産に賃貸料を配分する計算規則

「リース明細」タイプの契約の場合
比例配分の計算で使われるフィールドは、次のようにリンクしています。
• 契約の［資産総額］（rpk名：ml\rketu\l）フィールド（契約の詳細画
面の［リース］タブページ内）、契約賃貸料のデフォルトの市場価格（契
約の詳細画面の［賃貸料］タブページ／［賃貸料］サブタブ／［市場価
格］（rpk名：mu\lue）フィールド）、および選択した資産の市場価格
（資産の詳細画面の［取得］タブページ／［調達］サブタブページ内）

• 契約賃貸料（契約の詳細画面の［賃貸料］タブページ／［賃貸料］サブ
タブページ／［支払］（rpk名：mo\yments）フィールド）と選択した資
産の賃貸料（資産の詳細画面の［取得］タブページ［賃貸料］サブタブ
ページ／［支払］（rpk名：mo\yments）フィールド）

上記のリンクは、契約賃貸料をすべての資産に配分する場合の契約と契約上
のすべての資産間のリンクと同様です。
• 契約の［資産総額］は、契約上のすべての資産の市場価格の合計になり
ます。

• 契約賃貸料を計算する場合に基準とする［市場価格］は、デフォルトで
は［資産総額］に等しくなります。

• 契約の［支払］額は、選択した資産の［支払］の合計になります。

その他のタイプの契約の場合
「賃貸料x」の詳細情報は、次のサブタブページで指定します。
• 契約の詳細画面の［賃貸料］タブページ／［賃貸料x］サブタブページ
• 資産の詳細画面の［取得］タブページ／［賃貸料x］サブタブページ

［賃貸料x］の計算に使われる契約の［市場価格］、契約の［支払］、資産
ごとの［支払］、資産に対応する［料率］は、次のようになります。
• 契約の［市場価格］は、デフォルトでは契約上の資産の市場価格の合計
になります。

• 契約の［支払］フィールドは、契約の［市場価格］に、契約に定義され
ている料率をかけた値になります。

• 契約の［支払］は、指定した方法によって資産に配分されます。
• 資産の［料率］は、前の手順で計算した資産の［市場価格］と資産の［支
払］によって計算されます。資産の［市場価格］は、デフォルトでは資
産の市場価格になります。
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契約に資産を追加した場合

「リース明細」タイプの契約の場合
次の方法で使用中の資産を選択し、リース契約に追加します。
• 資産のテーブルから追加
• 契約の詳細画面の［資産（リース）］タブページから追加

注意:

契約の詳細画面の［資産（リース）］タブページを使って資産をリース契約
に追加することをお奨めします。

次に、契約の詳細画面の［賃貸料］タブページ／［賃貸料x］サブタブペー
ジ／［賃貸料の比例配分］フィールドで［選択した資産に賃貸料を比例配分
して配賦］オプションを選択した場合に、資産を追加した契約の［資産総
額］と契約賃貸料xに及ぼす影響について説明します。

契約の［資産総額］への影響
リース契約に資産を追加すると、契約の［資産総額］に、追加した資産の市
場価格が自動的に加算されます。

契約賃貸料xの［市場価格］と［支払］への影響
資産を追加すると、表示される中間ウィンドウで次の情報を指定する必要が
あります。
• 資産のリース期間の開始日と終了日
• 資産の賃貸料

資産を追加した結果は、この中間ウィンドウで指定した内容によって変わり
ます。

選択資産に配賦済みの既存の賃貸料xを選択しない場合
追加する資産は配賦対象資産に加えられないため、次のようになります。
• 契約賃貸料xの［市場価格］は変わりません。
• 資産賃貸料xの［支払］フィールドは計算されません。
• 契約賃貸料xの［支払］フィールドは変わりません。
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選択資産に配賦済みの賃貸料xを選択し、追加する資産の
リース期間を賃貸料xの有効期間と同じにした場合
追加する資産は、選択した賃貸料xと同じ選択資産の一部になり、契約賃貸
料の配賦対象資産となります。
P 契約に追加した資産の［支払］xを計算しても、同じ契約に含まれる既存
の資産の賃貸料支払額は変わらないものと仮定します。

2 契約の［支払］フィールドの値には、追加した資産の賃貸料（［支払］
フィールドの値）の金額が加算されます。

R 契約賃貸料xの［料率］は変更されません。
S 契約賃貸料xの計算の基準値となる［市場価格］は次のように変更されま
す。

選択資産に配賦済みの賃貸料xを選択し、賃貸料xの有効期
間と異なるリース期間を設定する
契約の［賃貸料］タブページに新しい賃貸料のサブタブページが作成されま
す。

次に示す［賃貸料x］のサブタブページのデータが、新しいサブタブページ
にコピーされます。
• 料率（［料率］フィールドの値）
• ［税額］（rpk名：ms\xu\lue）フィールドの値（税金の計算式が指定さ
れている場合）

• ［回数］（rpk名：seoeriodicity）
• 「主賃貸料」属性の賃貸料支払
• ［賃貸料の配賦］セクションの情報
• ［スケジュール］セクションの情報
• ［比例配分方法］（rpk名：oror\teeield）フィールドと［四捨五入］（rpk
名：forecision）フィールドの値

• ［受領承認日］（rpk名：beromAcceptc\te）オプションのオン／オフ

新しいサブタブページのその他のフィールドは、次のようになります。
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• 新しい賃貸料の［市場価格］は、デフォルトで資産の市場価格になりま
す。

• 新しい賃貸料の［支払］フィールドの金額は、その他の配賦対象資産の
賃貸料xの金額とQつのそれぞれの比例配分値を使って計算します。

• 賃貸料xの［税額］（rpk名：ms\xu\lue）フィールドが固定値の場合は、
新しい賃貸料の税金は新しい賃貸料と同じ方法で計算されます。

• 新しい賃貸料の有効日と失効日は、追加する資産のリースの開始日と終
了日です。

• 新しい賃貸料は、選択した資産に配分されます。追加した資産は、配賦
対象の資産として選択した資産の一部になります。

契約の詳細画面の［賃貸料］タブページの［賃貸料x］サブタブページは変
更されません。

その他のタイプの契約の場合
最初に選択した配賦対象資産でない資産を追加した場合は、次のようになり
ます。
• 契約の［支払］フィールドは変わりません。
• 契約賃貸料の［市場価格］は変わりません。
• 資産に対応する［支払］フィールドは計算されません。

契約から資産を削除した場合
契約の詳細画面の［賃貸料］タブページ／［賃貸料x］サブタブページ／［賃
貸料の比例配分］フィールドで［選択した資産に賃貸料を比例配分して配
賦］オプションを選択した場合に、資産を削除した契約の［市場価格］と契
約賃貸料xに及ぼす影響は以下のとおりです。

「リース明細」タイプの契約の場合

契約の［資産総額］（rpk名：mlarketual）への影響
資産をリース契約から削除すると、契約の［資産総額］（rpk名：
ml\rketu\l）から、外した資産の市場価格が自動的に差し引かれます。
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契約賃貸料の［市場価格］と「賃貸料x」の［支払］へ
の影響

削除した資産が賃貸料の配賦対象資産の一部の場合
削除した資産の賃貸料xの金額（［支払］フィールド）が計算されなくなり
ます。

その結果、契約賃貸料の金額は、契約に含まれる全資産の賃貸料の合計か
ら、削除した資産の賃貸料の合計金額が差し引かれたものです。

契約賃貸料の［市場価格］は、次のように再計算されます。

削除した資産が賃貸料の配賦対象資産でない場合
契約賃貸料の［市場価格］も賃貸料の金額も変わりません。

その他のタイプの契約

削除した資産が賃貸料の配賦対象資産の一部の場合
Assetbenter rerverが賃貸料の見積を自動的に再計算するので、削除した資産
の賃貸料は計算されなくなります。

その結果、次のようになります。
• 契約賃貸料の［支払］フィールドの値は、契約に含まれる全資産の賃貸
料の合計から、削除した資産の賃貸料の合計金額を差し引いたものです。

• 契約賃貸料xの［市場価格］が再計算されます。

削除した資産が賃貸料の配賦対象資産でない場合
契約賃貸料の［市場価格］も賃貸料の金額も変わりません。
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方法R：契約賃貸料を計算し、契約上のすべての資
産にP件当りの賃貸料を配賦する

ここでは、契約賃貸料を計算し、契約上のすべての資産にP件当りの賃貸料
を配賦する手順を説明します。契約で定義したP件当りの賃貸料が自動的に
配賦されることを除けば、この方法は［すべての資産に賃貸料を比例配分し
て配賦］の方法と同様に機能します。

内容は次のとおりです。
• 計算される値
• 契約に資産を追加した場合
• 契約から資産を削除した場合

この方法は、［賃貸料の比例配分］フィールド（契約の詳細画面の［賃貸
料］タブページ／［賃貸料］サブタブページ内）で［すべての資産にP件当
りの賃貸料を配賦］オプションが選択されている場合にのみ適用されます。

計算される値
この方法では、P件当りの賃貸料を定義しておく必要があります（契約の詳
細画面の［賃貸料］タブページ／［P件当りの賃貸料］フィールドで指定）。

次の計算が行われます。
• 契約賃貸料

• 資産ごとの賃貸料

資産ごとの賃貸料 = P件当りの賃貸料
• 契約上の資産の料率

または
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契約に資産を追加した場合
契約に資産を追加した場合の結果は、［すべての資産に賃貸料を比例配分し
て配賦］の方法と同様です。その節を参照してください。

契約から資産を削除した場合
契約から資産を削除した場合の結果は、［すべての資産に賃貸料を比例配分
して配賦］の方法と同様です。その節を参照してください。

方法S：契約賃貸料を計算し、契約上の一部の資産
にP件当りの賃貸料を配賦する

ここでは、契約賃貸料を計算し、契約上の一部の資産を選択し、その資産に
P件当りの賃貸料を配賦する手順を説明します。契約で定義したP件当りの賃
貸料が自動的に配賦されることを除けば、この方法は［選択した資産に賃貸
料を比例配分して配賦］の方法と同様に機能します。

内容は次のとおりです。
• 計算される値
• 契約に資産を追加した場合
• 契約から資産を削除した場合

この方法は、［賃貸料の比例配分］フィールド（契約の詳細画面の［賃貸
料］タブページ／［賃貸料］サブタブページ）で［選択した資産にP件当り
の賃貸料を配賦］オプションが選択されている場合にのみ適用されます。

計算される値
この方法では、P件当りの賃貸料を定義しておく必要があります（契約の詳
細画面の［賃貸料］タブページ／［P件当りの賃貸料］フィールドで指定）。

次の計算が行われます。
• 契約賃貸料

• 資産ごとの賃貸料

資産ごとの賃貸料= P件当りの賃貸料
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• 選択した資産の料率

または

重要項目:

選択した資産以外の賃貸料はゼロになります。

契約に資産を追加した場合
契約に資産を追加した場合の結果は、［選択した資産に賃貸料を比例配分し
て配賦］の方法と同様です。その節を参照してください。

契約から資産を削除した場合
契約から資産を削除した場合の結果は、［選択した資産に賃貸料を比例配分
して配賦］の方法と同様です。その節を参照してください。

方法5：契約賃貸料を計算し、契約上の資産に配賦
も配分もしない

ここでは、契約賃貸料を計算し、資産に配分しない場合の手順について説明
します。

内容は次のとおりです。
• 契約賃貸料を計算する
• 契約に資産を追加した場合
• 契約から資産を削除した場合
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この方法は、［賃貸料の比例配分］フィールド（契約の詳細画面の［賃貸
料］タブページ／［賃貸料］サブタブページ）で［資産に賃貸料を配分また
は配賦しない］オプションが選択されている場合にのみ適用されます。

契約賃貸料を計算する
契約賃貸料は、次に示すように賃貸料の計算基準値となる［市場価格］（rpk
名：mu\lue）に料率をかけて計算します。
• 一般に、［料率］（rpk名：pkqe）は契約上の資産のタイプによって変
わります。

• 賃貸料の［市場価格］は、デフォルトでは契約上の資産の市場価格（資
産の詳細画面の［取得］タブページ／［調達］サブタブページ／［市場
価格］（rpk名：ml\rketu\l）フィールド）の合計になります。

注意:

［賃貸料の比例配分］（rpk名：seoror\tequle）フィールドで［資産に賃貸
料を配分または配賦しない］オプションを選択すると、契約上の資産ごとの
賃貸料については計算されません。

契約に資産を追加した場合

「リース明細」タイプの契約の場合
次の方法で使用中の資産を選択し、リース契約に追加します。
• 資産のテーブルから追加
• 契約の詳細画面の［資産（リース）］タブページから追加

契約の詳細画面の［賃貸料］タブページ／［賃貸料x］サブタブページ／［賃
貸料の比例配分］（rpk名：seoror\tequle）フィールドで［資産に賃貸料を
配分または配賦しない］オプションを選択した場合に、資産を追加したとき
の契約の［資産総額］（rpk名：ml\rketu\l）と契約の賃貸料xの［支払］］
フィールドに及ぼす影響は以下のとおりです。

契約の［資産総額］への影響
リース契約に資産を追加すると、契約の［資産総額］に、追加した資産の市
場価格が自動的に加算されます。
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契約賃貸料xの［市場価格］と［支払］への影響
賃貸料xを資産に配分しないので、次のようになります。
• 契約賃貸料xの［市場価格］は変わりません。
• 資産賃貸料xの［支払］フィールドは計算されません。
• 契約賃貸料xの［支払］フィールドは変わりません。

その他のタイプの契約の場合
賃貸料xを資産に配分しないので、次のようになります。
• 契約の［支払］フィールドは変わりません。
• 契約賃貸料の［市場価格］は変わりません。
• 資産に対応する［支払］フィールドは計算されません。

契約から資産を削除した場合

「リース明細」タイプの契約の場合
契約の詳細画面の［賃貸料］タブページ／［賃貸料x］サブタブページ／［賃
貸料の比例配分］（rpk名：seoror\tequle）フィールドで［資産に賃貸料を
配分または配賦しない］オプションを選択した場合に、資産を契約から削除
したときの契約の［資産総額］（rpk名：ml\rketu\l）と契約賃貸料xの［支
払］フィールドに及ぼす影響は以下のとおりです。

契約の［資産総額］（rpk名：mlarketual）への影響
資産をリース契約から削除すると、契約の［資産総額］（rpk名：
ml\rketu\l）から、外した資産の市場価格が自動的に差し引かれます。

契約賃貸料xの［市場価格］と賃貸料xの［支払］フィール
ドへの影響
「賃貸料x」を資産に配分しないので、次のようになります。
• 契約賃貸料xの［市場価格］から、削除した資産の価格が差し引かれるこ
とはありません。

• 契約賃貸料xの［支払］フィールドは変わりません。

その他のタイプの契約
賃貸料を資産に配分しないので、次のようになります。
• 契約の［支払］フィールドは変わりません。
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• 契約賃貸料の［市場価格］は変わりません。
• 資産に対応する［支払］フィールドは計算されません。

計算方法を選択する

賃貸料を契約上のすべての資産に配分するオプション
資産賃貸料を計算すると、次の結果が得られます。
• Assetbenter rerverは、資産ごとに賃貸料と経費明細を作成します。
• 資産を契約に追加するたびに、契約賃貸料の［市場価格］（rpk名：
mu\lue）と［支払］フィールドの値が増えます。

この比例配分のオプションは、基本的に契約よりも資産を重視しています。
このオプションを選択すると、コストを正確に分析したり、資産に関する変
更（追加、取り外し、返却など）を契約に反映させることができるため、契
約の厳密な財務管理が可能になります。

このオプションは、通常、リースで取得したhs資産を処理する場合に適して
います。

賃貸料を契約上の一部の資産に配分するオプション
• このオプションでは、選択した資産ごとに異なる料率を適用できます。

リース契約の場合、借主はこの方法を使って複数のリース賃貸料を作成
し、それぞれを選択した資産ごとに配分できます。このオプションを使
うと、特定のメーカの資産には特定の料率で計算する賃貸料を設定し、
料率の異なる別のメーカの資産には別の賃貸料を設定することができま
す。

• さらに、契約賃貸料を契約上の主資産と見なされる資産だけに配分し、
その他の資産には配分しないことを選択できます。

例えば、obの保守に関連する賃貸料をハードドライブだけに配分し、ディ
スプレイには配分しないようにすることができます。

賃貸料を資産に配分しないオプション
この方法を選択すると、次のようになります。
• 資産を契約に追加しても、契約賃貸料の［市場価格］も［支払］フィー
ルドも変更されません。

• 資産の返却の場合も同様です。

資産に関する変更によってそれほど大きく影響されない契約（定額の保険料
など）を処理する場合は、資産ごとの賃貸料の計算は不要になります

次のような場合にも、賃貸料を資産に配分しないオプションを選択します。
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• 時間とディスク容量を節約する場合。
• 資産の詳細を考慮せずに、契約内容を検討する場合。

このオプションを選択した場合は、資産を取り外したり除却したりしたとき
に契約賃貸料の［市場価格］を変更する必要があります。
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次のように、契約に関連するすべてのコストについて、経費明細が作成され
ます。
• 定期的な賃貸料
• リース契約の初回金と一時金
• ローン
• 諸経費
• その他

AssetCenter rerverによる定期的な経費の作成
ここでは、Assetbenter rerverが契約に関連する経費明細をどのように作成す
るかについて説明します。

内容は次のとおりです。
• Assetbenter rerverを起動する
• Assetbenter rerverの設定
• 定期的な賃貸料にリンクした経費明細の作成

契約の定期的な賃貸料の支払とローンに関連するコスト（経費）は、モニタ
プログラムであるAssetbenter rerverによって自動的に作成されます。その他

�リース - 経費6
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のコスト（一時金、手数料など）はAssetbenter rerverではなく、Assetbenter
が変更に応じて自動的に計算します

AssetCenter rerverを起動する
Assetbenter rerverは、次の方法で起動します。

［ファイル／データベースに接続］メニューを使ってデータベースに接続し
ます。

AssetCenter rerverの設定
Assetbenter rerverの［ツール／モジュールの設定］メニューを選択し、「賃
貸料の計算」モジュールで次のオプションを定義します。
• 契約賃貸料と資産賃貸料の経費明細の作成に関連する特定のパラメータ
• 更新頻度

概要
Assetbenter rerverは、経費明細の作成が必要かどうかを定期的に検証します。
必要な場合は経費明細を作成します。

定期的な賃貸料に関連する経費明細のチェックと作成が終ると、Assetbenter
rerverは最新の経費明細（過去または現在）の日付を［計算開始日］（rpk
名：dqec\lcul）フィールドに入力します。
• 契約賃貸料を資産に配分する場合は、資産の詳細画面の［取得］タブペー
ジ／［賃貸料］サブタブページ／［計算開始日］フィールドを変更しま
す。

• 契約賃貸料を資産に配分しない場合は、契約の詳細画面の［賃貸料］タ
ブページ／［賃貸料］サブタブページ／［計算開始日］フィールドを変
更します。

ただし、PつPつの経費明細を作成するたびに再計算を行うわけではありませ
ん。
• 定期的な賃貸料に関連する経費明細の見積は、必ず再計算されます。
• 各賃貸料に固有の［計算開始日］フィールドは、定期的に支払う賃貸料
の経費明細が最後に再計算された日付を表します。

借主は、［計算開始日］フィールドを直接編集し、見積られた経費明細以外
の再計算日を直接変更できます。これにより、税率が変更された場合などに
不適切な経費明細を再計算することができます。
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作成パラメータ
Assetbenter rerverの［モジュール］タブページの［ユーザデータ項目］フィー
ルドでは、賃貸料の作成パラメータを設定します。このフィールドのシン
タックスは次のとおりです。

[cur\tion]d

cur\tionには、賃貸料の見積を計算する日数を設定します。例えば、XO日間
の賃貸料を計算するには、次のように入力します。

XOd 

注意:

トランザクションごとの賃貸料の最大計算回数は、AmsrvMini設定ファイルの
m\xqentoersr\nsエントリで指定します。

このファイルの場所Y マニュアル『AssetCenter L インスタレーション』の
「MiniおよびMcfgファイル」の章

賃貸料の見積
Assetbenter rerverの［モジュール］タブページの［ユーザデータ項目］フィー
ルドには、支払う賃貸料の見積を計算する日数を指定できます。

Assetbenter rerverは、指定した期間内で賃貸料を見積り、経費明細を作成し
ます。作成しない場合は、単にこのフィールドを「O」に設定してください。

例
次の内容を設定することにします。
• 契約は、QOOP年V月P日からQOOR年V月P日まで有効です。
• 賃貸料は、月P回、月初めに支払います。
• Assetbenter rerverでは、賃貸料の支払をQヶ月ごとに検証し、向こうPQヶ
月に支払う見積賃貸料を作成します。

Assetbenter rerverをQOOQ年V月P日に初めて起動した場合、次のデータが作成
されます。
• QOOP年V月P日からQOOQ年U月P日までの過去の賃貸料
• QOOQ年V月P日現在の賃貸料
• QOOQ年W月P日からQOOR年V月P日までの賃貸料の見積

計算が終ると、［計算開始日］フィールドには見積った経費明細の日付では
なく現在の経費明細の日付、つまりQOOQ年V月P日が表示されます。
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Assetbenter rerverはバックグラウンドで動作します。Assetbenter rerverは、
Qヶ月後のQOOQ年X月P日に次のデータを作成します。
• QOOQ年PO月P日からQOOR年X月P日までの賃貸料の見積
• 支払日が［計算開始日］フィールドの日付より前または現在の賃貸料、
つまり、QOOQ年W月P日からQOOQ年X月P日までの賃貸料

定期的な賃貸料にリンクした経費明細の作成

資産に配分しない契約賃貸料
契約の詳細画面の［賃貸料］タブページ／［賃貸料］サブタブページ／［賃
貸料の比例配分］（rpk名：seoror\tequle）フィールドで賃貸料を資産に配
分しないオプションが設定されている場合、Assetbenter rerverは、Assetbenter
rerverで指定されている特定の期間について、賃貸期間中の契約上のすべて
の資産につき、P件の経費明細を作成します。

この経費明細は、契約賃貸料（税抜き）と、その契約にかかる税金の合計で
す。

経費明細の日付は、契約の詳細画面の［賃貸料］タブページにある［賃貸
料］（rpk名：bntrqntdxpkins）フィールドと［支払期日］（rpk名：
tsaillbycc\y）フィールドに指定した賃貸料支払日によって決まります。作
成された経費明細はその契約にリンクされます。

契約賃貸料の経費明細は、資産ごとの詳細画面には表示されません。

［賃貸料］タブページ／［賃貸料］サブタブページでは、コストカテゴリが
コストセンタに割り当てる経費明細を分類します。

すべての資産または選択した資産に配分する契約賃貸料
契約の詳細画面の［賃貸料］タブページ／［賃貸料］サブタブページ／［賃
貸料の比例配分］（rpk名：seoror\tequle）フィールドで、賃貸料をすべて
の資産（または選択した資産）に配分するオプションを指定すると、
Assetbenter rerverは、Assetbenter rerverで設定した特定の期間について、賃
貸期間内の契約上の資産ごと（または選択した資産ごと）にP件の経費明細
を作成します。

各経費明細は、資産の賃貸料（税抜き）（資産の詳細画面の［取得］タブ
ページ／［賃貸料］サブタブページ／［支払］（rpk名：mo\yments）フィー
ルドの値）と税金の合計です。

作成された経費明細は、資産（［取得］タブページ／［賃貸料］サブタブ
ページ）のコストカテゴリとコストセンタにより分類されます。デフォルト
では、これらのフィールドの値は、資産の詳細画面の［取得］タブページ上
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部に表示される［コストカテゴリ］（rpk名：bostb\tegory）フィールドと
［コストセンタ］（rpk名：bostbenter）フィールドからコピーされます。

経費明細は、資産と契約の両方（［コスト］タブページ）で参照できます。
これらは、もちろんAssetbenterデータベース内に重複して存在するわけでは
ありません。

コストセンタを変更する
資産ごとの賃貸料または契約賃貸料を割り当てるコストセンタを変更して
も、過去の賃貸料のコストセンタは変わりません。

過去の賃貸料に新しい予算とコストセンタを割り当てるには、単に［賃貸
料］サブタブページの［計算開始日］（rpk名：dqec\lcul）フィールドに適
切な日付を入力するだけです。

例

現在の日付はQOOQ年PQ月QT日です。資産の「qqq」賃貸料がQOOQ年PP月P日
からコストセンタ「bbb」に切り替わるので、資産の「qqq賃貸料」サブタ
ブページの［コストセンタ］（rpk名：bostbenter）フィールドを変更する
必要があります。Assetbenter rerverでQOOQ年PP月とQOOQ年PQ月の「qqq」賃
貸料をコストセンタ「bbb」に割り当てるには、単に資産の詳細画面の「qqq
賃貸料」サブタブページの［計算開始日］（rpk名：dqec\lcul）フィールド
にQOOQ年PP月P日と入力します。

契約に関連する経費を表示する
契約の詳細画面の［コスト］タブページには、契約に関連する次の経費明細
が表示されます。
• Assetbenter rerverに設定した期間について作成された定期的な賃貸料にリ
ンクする経費明細。賃貸期間中の契約上の各資産の経費明細または契約
上の一部の資産の経費明細、または契約上のすべての資産に対して作成
されたP件の経費明細の場合があります。初めのQつの経費明細には、資
産の賃貸料サブタブページで定義したコストセンタが割り当てられます。
R番目の経費明細には、契約の賃貸料サブタブページで定義したコストセ
ンタが割り当てられます。

• 初回金にリンクする経費明細。リース契約の場合は次のように表示され
ます。
• 初回金は、一時金の支払に相当します。
• 契約上の各資産の経費明細（資産の詳細画面の［取得］タブページ／
［価格と条件］サブタブページ／［初回金］（rpk名：mhnto\y）フィー
ルドの値）または契約上の一部の資産ごとの経費明細、または契約上
のすべての資産に対して作成されたP件の経費明細（契約の詳細画面
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の［全般］タブページ／［初回金］フィールドの値）の場合がありま
す。初めのQつの経費明細には、資産の詳細画面の［取得］タブペー
ジ上部で定義したコストセンタが割り当てられます。R番目の経費明
細には、契約の［全般］タブページで定義したコストセンタが割り当
てられます。

• ローンの支払にリンクした経費明細。契約上の各資産の支払明細または
契約上の一部の各資産の支払明細、または契約上のすべての資産に対し
て作成された１件の支払明細の場合があります。初めのQつの経費明細に
は、資産の詳細画面の［取得］タブページ上部で定義したコストセンタ
が割り当てられます。R番目の経費明細には、契約の詳細画面の［ロー
ン］タブページ／ローンサブタブページで定義したコストセンタが割り
当てられます。

• 各種手数料の経費明細（法的な手数料など）。この種類の経費明細は手
動で作成します。作成した経費明細には、契約の詳細画面の［全般］タ
ブページで定義したコストセンタが割り当てられます。

期間を指定するフィルタ
経費明細のリストで［開始］フィールドと［終了］フィールドを使って期間
のフィルタを適用し、特定の期間の経費明細だけを表示することができま
す。例えば、現在の会計期間だけの経費明細だけを選択できます。このフィ
ルタは、Assetbenterを終了して再起動した場合も有効です。
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アプリケーションサービスとは、外部事業者（アプリケーションサービスプ
ロバイダ、Aro）が企業にhsアプリケーションの使用を提供するサービスで
す。Aroは定期利用契約を結んで、ユーザ企業にアプリケーション利用のサー
ビスを提供します。企業の従業員は、通信プロトコル（インターネット、
wLQTなど）を使ってアプリケーションにアクセスします。例：従業員は、各
自のコンピュータにインストールされたvebインタフェースを使って、hnternet
またはhntr\net経由で個人のアカウントを使用してアプリケーションにアクセ
スします。

企業内でローカルでインストールすると、アプリケーションのメンテナンス
やアップグレードが必要ですが、アプリケーションサービスではその必要が
なくなります。

アプリケーションサービスの例
企業内コミュニケーションの促進や情報の共有化を図る企業Aを例に挙げて
みましょう。Aroは、即時にA社のニーズに応えることができます。また、
AroはA社のデータをセキュリティで保護するサービスも提供することがで
きます。A社は契約内容を検討した後、アプリケーションサービスの定期利
用契約を結びます。二社は、サービス料金、支払方法、ユーザカウントの管
理方法などの関連情報を交換します。

�アプリケーションサービスV
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AssetCenterへのアプリケーションサービスの導入
Assetbenterは、企業が使用するアプリケーションサービスに関するデータを
保存、トラッキングすることができます。

アプリケーションサービスの各レコードは、ライセンスタイプの契約に当た
ります。各契約はユーザアカウントと関連付けられており、ユーザはアカウ
ント情報にアクセスできます。Aro契約は、［契約］のテーブルに含まれま
す。Aro契約を管理するには、［契約／アプリケーションサービス］メニュー
を選択します。

従業員は、ユーザアカウントの管理の核心情報なので、従業員の詳細画面
に、［アプリケーションサービス］タブページが統合されています。これに
より、アプリケーションサービスの画面を表示せずに、契約の使用状況の画
面にアクセスできます。また、アプリケーションサービスに関するアクショ
ンが実行されたり、データベースのフィールド値が直接変更されたりする
と、関連データも自動的に変更されます。

アプリケーションサービスの詳細画面
アプリケーションサービスの画面には、アプリケーションサービスに関する
情報が含まれています。［契約／アプリケーションサービス］メニューでこ
の画面を表示します。
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関連する情報を追加、参照、変更あるいは削除する場合には、この画面を使
用します。

本節では、レコードリストおよび詳細画面について説明します。

基本情報
詳細画面の上部には、選択されたアプリケーションサービスのアイコンとS
つのフィールドが常時表示されます。

• ［参照番号］（rpk名�Y qef） フィールドは、契約番号を指します。こ
のフィールドは必須フィールドです。

• ［アプリケーションタイプ］（rpk名�Y seArosype）フィールドは、ア
プリケーションのタイプを示します。ドロップダウンリストから［Aro］、
［イントラネット］、［その他］の内Pつを選択します。
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• ［モデル］（rpk名：lndel）リンクは、提供されるアプリケーションの
名前に当たります。このリンクはモデルのテーブルのレコードへ関連付
けられています。

• ［ネットワークアクセス］（rpk n\me�Y seAroAccesssype） フィールド
は、アプリケーションサービスで使用されるアクセスのタイプを指しま
す。ドロップダウンリストから［インターネット］、［セキュリティで
保護されたインターネット］、［その他］の内Pつを選択します。

［全般］タブページ
このタブページには、選択したアプリケーションサービスに関する基本情報
が表示されます。

• ［責任者］（rpk名�Y rupervisor）は契約を担当している部署または従業
員に当たります。このフィールドはリンクフィールドです。

• ［会社］（rpk名�Y bomp\ny）はアプリケーションサービスプロバイダ
を指します。 このフィールドはリンクフィールドです。

• ［アプリケーションのtRL］（rpk名�Y Arobonnectiontqk） フィール
ドは、アプリケーションへの接続アドレスを指します。

• ［管理tRL］（rpk名�Y Arotserqegtqk）フィールドでは、ユーザアカ
ウントの管理アドレスを指定します。アプリケーションのtqkと管理tqk
が同一である場合もあります。

• ［テクニカルサポート］（rpk名�Y Arodm\il）フィールドでは、アプリ
ケーションのテクニカルサポートの連絡先（電子メール、tqk等）を指
定します。
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• ［技術担当者］（rpk名�Y sechbnct）はアプリケーションサービスの社
内での技術担当者をに当たります。このフィールドはリンクフィールド
です。

• ［コメント］（rpk名�Y bomment）フィールドには、アプリケーション
サービスに関するコメントを入力します。

［条件］タブページ
このタブには、契約に含まれるその他の契約条件を入力します。

［従業員］タブページ
このタブページには、選択したアプリケーションサービスのユーザのリスト
が含まれています。
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リストの列見出しは次のとおりです。
• ［ユーザ］：アプリケーションサービスの使用を許可されている従業員
• ［ログイン］：アプリケーションサービスへの接続の際にユーザを識別
するための名前

• ［プロファイル］：アプリケーションサービスの使用時にユーザが所有
する権限を識別する情報

をクリックすると、従業員に関連付けられている契約の使用状況の詳細が
表示されます。

契約の使用状況の詳細画面

大多数の詳細画面と同様に、下記の情報が画面上部に表示されます。
• ［ユーザ］（rpk名�Y tser） リンクは、アプリケーションサービスの使
用を許可されている従業員を指します。

• ［契約］（rpk名�Y bontr\ct） リンクは、契約の参照番号および目的を
指します。このリンクは読み取り専用です。

• ［タイプ］（rpk名�Y sesype） フィールドには、契約のタイプを入力し
ます。

［全般］タブページには、選択した従業員のライセンス使用状況に関する基
本情報が含まれています。

［フィールドP］（rpk名�Y eieldP） フィールドは、カスタマイズ可能なユー
ザ定義フィールドです。ライセンスの使用状況に関する全情報を入力できま
す。情報のタイプに応じでフィールド名を変更します。

［開始］（rpk名�Y drt\rt） フィールドと［満了予定日］（rpk名�Y
dol\nneddnd） フィールドで、アプリケーションサービスのユーザアカウン
トの有効期限を指定します。
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以下のQつのフィールドで、ライセンスの対象となるソフトウェアの使用権
利を制限します。［権限］（rpk名�Y seAuthoriz\tion） フィールドでは、契
約上でユーザに権限が与えられているかどうかを指定します。ドロップダウ
ンリストのRつのシステムリストデータ値（［権限あり］、［権限なし］、
［不明］）から値を選択できます。ユーザ権利が指定されていない場合は、
［不明］がデフォルトで選択されます。［利用数］（rpk名�Y htsebount）
フィールドでは、ユーザに割り当てられた契約利用数を入力します。

タブページの下半分の［ユーザアカウント］枠内には、ユーザアカウントの
管理に必要な情報が含まれています。
• ［ログイン］（rpk名�Y Arokogin） フィールドでは、アプリケーショ
ンサービスへの接続時にユーザを識別するためのログインを指定します。

• ［プロファイル］（rpk名�Y orofile）フィールドでは、ユーザに与えら
れたプロファイル名を指定します。ドロップダウンリストから値を選択
できます。

• ［ステータス］（rpk名�Y sert\tus） フィールドには、Aroアカウントに
オンラインで変更を加えるごとに通知されるユーザアカウントのステー
タスが入力されます。［更新済］、［未更新］、［未作成］のRつの値が
ドロップダウンリストにありますが、このフィールドはAssetbenterによ
り自動管理されているため、読み取り専用です。

［契約］ボタン
アプリケーションサービスの詳細画面が表示されている時に画面右に現れる
［契約］ボタンで、契約の画面へショートカットできます。クリックする
と、選択したアプリケーションサービスの詳細画面が表示されます。このボ
タンで契約管理の機能にアクセスできます。

アプリケーションサービス管理用のワークフローの
アクション

アプリケーションサービスの詳細画面を用いると、ユーザアカウントを効率
良く管理できます。各アプリケーションサービスの関連情報を、画面を使っ
てAssetbenterデータベースに追加していきます。状況に応じて（新しいサー
ビス、新規ユーザ等）情報量は変化します。アプリケーションサービスの画
面、契約の画面、従業員の画面、契約の使用状況の画面は、それぞれリンク
されたテーブルです。これらのテーブルに変更があった場合は、アプリケー
ションサービスの管理用vebサイトにも変更を加える必要があります。

以下に説明されているアクションを使用すると、アプリケーションサービス
の管理上頻繁に行われる業務を簡単に実行することができます。また、ウィ
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ザードを使って業務を段階的に処理することで、データベースのデータの一
貫性を確保できます。

デモ用データベースの例のPつである「hntr\netsMcom」は、社内コミュニケー
ションを管理するアプリケーションサービスです。以下の例では、
「hntr\netsMcom」に複数のアクションおよび「ユーザアカウントの管理」ワー
クフローが関連付けられます。

注意:

本章で定義されているワークフローまたはアクションを使用するには、
Assetbenterの専門分野データをインポートする必要があります。

このアプリケーションサービスの管理アクション
この状況依存アクションを使うと、アプリケーションサービスの管理サイト
にアクセスし、ユーザアカウントを管理することができます（アカウントの
作成、権利の変更、プロファイル、削除等）。アドレスは、［全般］タブ
ページの［管理tRL］（rpk名�Y Arotserqegtqk）フィールドで指定され
ています。接続するには、従業員のテーブル（例：アプリケーションサービ
スの画面の［従業員］タブページ）で［アクション／このアプリケーション
サービスの管理］ポップアップメニューを選択します。vebブラウザはアプ
リケーションサービスの管理ページを表示します。

アプリケーションサービスに接続アクション
契約の使用状況のテーブル（画面自体またはアプリケーションサービスの
［従業員］タブページ）で、［アクション／アプリケーションサービスに接
続］ポップアップメニューを選択します。［全般］タブページの［アプリ
ケーションサービスのtRL］（rpk名Y Arobonnectiontqk）フィールドに入
力されている値に応じて、Assetbenterはvebブラウザを起動し、アプリケー
ションサービス「hntr\netsMcom」の接続ページを表示します。この画面でhc
情報を入力してからログオンします。

テクニカルサポートに電子メールを送信アクション
［従業員］タブページが選択されていない場合は、［アクション／テクニカ
ルサポートに電子メールを送信］ポップアップメニューを選択します。［全
般］タブページの［テクニカルサポート］（rpk名：Arodl\il）フィールド
の値に応じて、Assetbenterは電子メールクライアントを起動します。新しい
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メッセージには既にアドレスが入力されているため、メッセージを書けばす
ぐに送信できます。

ユーザアカウントの管理ワークフロー
契約の使用状況の画面（アプリケーションサービス）を使うと、各ユーザは
アカウントを作成または削除できます。

ユーザは、契約の使用状況の画面内の［ユーザアカウント］の枠内で、［ロ
グイン］（rpk名Y Arokogin） フィールドと［プロファイル］（rpk名Y
orofile） フィールドの値を変更することもできます。

例えば、ユーザ「岡本 俊三」のユーザアカウントを変更するとします。
P 契約の使用状況の詳細画面で、［ログイン］（rpk名：Arokogin）フィー
ルドおよび／または［プロファイル］（rpk名：orofile）フィールドの値
を変更します。

2 ［変更］ボタンでこの変更を確定します。

Assetbenterが「ユーザアカウントの管理」ワークフローを開始します。

注意:

この標準ワークフローは、ユーザの各企業のニーズに合わせて変更すること
ができます（ワークフローに関するマニュアルの説明を参照）。

図 VMPM ユーザアカウントの管理ワークフロー L 図
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このワークフローにより、アプリケーションサービスで実際に管理されてい
る設定とAssetbenterの情報との一貫性を保つことができます。

責任者による管理
アプリケーションサービスの責任者は、［ツール／進行中のタスク］メニュー
を定期的にチェックする義務があります。更新の必要があるものは、リスト
に表示されます。これにより、Assetbenterのユーザアカウントの設定とアプ
リケーションサービスの設定を同一に保つことができます。まずワークフ
ローにより、アプリケーションサービスの責任者に更新タスクが割り当てら
れます。次に、アプリケーションサービスの責任者は、アプリケーション
サービスに接続してタスクを実行します。

［ツール／進行中のタスク］メニューを選択します。

［ウィザード］ボタンをクリックして、選択されたタスクを実行します。こ
れにより、ユーザ「岡本俊三」のユーザアカウント情報を「hntr\netsMcom」
で変更できます。

注意:

ウィザードが、アプリケーションサービスの管理サイトで実行する必要のあ
るタスクを表示します（例：ユーザアカウントの作成、変更、削除）。
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［アプリケーションサービスを管理する］ボタンを選択します。

vebブラウザが起動してアプリケーションサービスの管理サイトに接続しま
す。このサイトでユーザアカウントを作成、変更または削除できます。

更新を実行したら管理サイトへの接続を解除し、更新内容を確定するため
に、ウィザードの画面の指示に従ってチェックボックスをオンにします。こ
の例では、［ステータス］（rpk名Y sert\tus）フィールドの値は［未作成］
だったので、「アカウントが作成されました」と表示されます。

最後に、［終了］ボタンをクリックします。
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［ステータス］（rpk名：sert\tus）フィールドの値が［未作成］から［更新
済］に変わります。［詳細］ボタンをクリックして確認します。

［詳細］ボタンを使うと、契約の使用状況の画面へショートカットできま
す。この画面へは、アプリケーションサービスの画面の［従業員］タブペー
ジからもアクセスできます。ここでAssetbenter上でのユーザアカウントのス
テータスを確認します。

ワークフローが責任者により実行された更新をユーザ
に通知する

次に、アプリケーションサービスの管理サイトで行われた変更を通知する電
子メールが送信されます。これにより、ユーザの接続に関する新情報が通知
されます。

各ユーザは、自分の電子メールアドレスでこの種のメッセージを読むことが
できます。

ユーザアカウントのステータス
ワークフローの最終段階では、責任者は全てのタスクを完了しています。
［ステータス］（rpk名�Y sert\tus） フィールドの値が［更新済］になって
いる場合、このフィールド値は、Assetbenter上のユーザアカウントのステー
タスがアプリケーションサービス上のステータスと一致していることを意味
します。

重要項目:

［更新済］が表示されず、［ログイン］（rpk名Y Arokogin） が空白でない
場合は、アプリケーションサービスの［従業員］タブページまたは契約の使
用状況の詳細画面で、直接ユーザを削除することはできません。

アカウントをトラッキングし、Assetbenterとアプリケーションサービスの
データが一致することを確認するためには、次の更新作業を行います。
P ［ユーザアカウント］枠内の［ログイン］（rpk名：Arokogin） フィー
ルドの値をクリアし、［変更］ボタンをクリックします。

2 タスクリスト（［ツール／進行中のタスク］メニュー）に更新タスクが
表示されます。上記の通り、責任者はウィザードを使ってこのタスクを
実行します。

R チェックボックスをオンにして削除を確認し、ウィザードを終了します。
これにより、Assetbenterのユーザアカウントとプロバイダの実際のアカ
ウントのデータが一致していることを確認できます。
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アプリケーションサービスの賃貸料計算ワークフロー
このワークフローは、各アプリケーションサービスの賃貸料を計算し、一定
期間内の経費明細を編集します。アプリケーションサービスは「ライセン
ス」タイプの契約のため、契約の画面の［賃貸料］タブページにはワークフ
ローの必須情報が含まれます。

アプリケーションサービスに適用される計算方法を選択するには、［賃貸
料］タブページの［賃貸料の比例配分］（rpk名Y seoror\tequle）フィールド
で、［すべての資産にP件あたりの賃貸料を配賦する］を選択します。賃貸
料を計算する際、［P件あたりの賃貸料］（rpk名Y mtnito\yments）フィール
ド値に、［詳細］（rpk名Y cescription）フィールドのApkの値が掛けられま
す。

［契約賃貸料に応じて割当］チェックボックスをオンにすると、賃貸料は特
定の［コストセンタ］（rpk名Y bostbenter）に割り当てられ、［コストカテ
ゴリ］（rpk名Y bostb\tegory）に分類されます。チェックボックスがオフの
場合、経費明細は自動的に配分されます。賃貸料の計算時と同様に、再計
算、［主賃貸料］と［受領承認日］以外の［スケジュール］枠内のフィール
ドは、必ず計算に入れられます。このタブページの詳細については、依存状
況ヘルプまたはマニュアルを参照して下さい。

［詳細］（rpk名�Y cescription）は特別な機能を持つ必須フィールドです。
このフィールドはアプリケーションサービスの賃貸料を識別し、必要な計算
の基礎を固めます。

このフィールドの値はピリオドで区切られたリンク名のセットです（下記参
照）。PつのリンクはQつのテーブル間の方向性を指定するため、このリンク
のセットはApkパスを構成します。このApkパスでは、リンクの順序によ
り、あるテーブルから別のテーブルへのパスが決定されます。契約の賃貸料
を計算する場合、このパスは常に、［amContractRent］テーブルから始まり、
この例では、［amContract］テーブルに向けられている［契約］リンクの一
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つを含みます。パスが数値フィールドで終わる場合は、その値にP件当りの
賃貸料が掛けられ、賃貸料が計算されます。パスが数値フィールドで終わら
ない場合は、ユーザ数などの端末値が計算の基礎となります。

賃貸料の計算に必要な値へのパスを定義するには、テーブル間にどのような
リンクが構成されているかを知る必要があります。詳しくは、Assetbenter
c\t\b\se Administr\torを参照してください。

また特別なシンタックスを用いると、「リンク」タイプの任意管理項目の逆
リンクを使用できます。このリンクがパスで用いられると、原点となるテー
ブル名の前に、ピリオドの代りに「L」がにつきます。よって「fv_test」とい
う名前の任意管理項目は次のように表すことができます。
• zMMM]Mfv_testMzMMM] は、テーブルAからテーブルaへの「リンク」タイプの任意
管理項目です。

• zMMM]Lfv_testMAMzMMM] は、テーブルAからテーブルaへの逆リンクです。

下記の図は、パスが逆任意管理項目リンクを示す［詳細］（rpk名�Y
cescription） の例です。最後の「fv_surf\ce」リンクはこのリンクの値を指し
ます。
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承認（Acceptance）
借主による資産受領の承認は、リース手続きの中できわめて重要な処理手続
きであり、借主と貸主との間で契約書類（受領証書、英語でCertificate of
Acceptanceと呼ばれます）が交換されます。

承認により、賃貸料の支払い義務が発生します。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
資産（rpk名：\mAsset）

料率
料率は、契約の賃貸料計算の計算式で使用されます。

契約賃貸料 = 契約賃貸料の値 × 料率

料率はリースする資産のタイプに応じて異なります。これは契約上で定義さ
れます。

�用語解説（契約）8
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このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
資産の賃貸料（rpk名：\mAssetqent）

契約賃貸料（rpk名：\mbntrqent）

一括発注
［一括発注］タイプの契約では、購入者は指定された期間内に指定された最
小の金額分の製品を購入しなければなりません。

期限までに最小の金額に達しない場合は、購入者に罰則が課されます。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
契約（rpk名：\mbontr\ct）

契約
Assetbenterでは、取引先との間で締結された契約を管理できます。

Pつの契約に複数の契約を関連付けることができます。

例
Assetbenterでは以下の種類の契約を管理できます。
• マスターリース
• リース明細
• メンテナンス
• 保険
• ライセンス
• 一括発注
• その他

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
契約（rpk名：\mbontr\ct）
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マスターリース（laster lease）
マスターリースでは、リースする資産に関する一般的な条項と条件、および
貸主と借主の関係を定義します。

リース明細タイプの契約の作成の基準（テンプレート）になります。

資産と賃貸料は、マスターリースでは定義しません。これらの情報について
は、個々のリース明細で詳しく定義します。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
契約（rpk名：\mbontr\ct）

リース明細（kease schedule）
リース明細は、マスターリースの内容を実際にリース物件に適用した明細で
す。

リース明細にはマスターリースの多くの情報が継承されるほか、物件のリス
ト、賃貸料および重要期日などが指定されます。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
契約（rpk名：\mbontr\ct）

ローン（koan）
リース契約で資産を調達すると、資金のローンが必要な場合もあります。

Assetbenterではローンの詳細情報を入力し、返済（元金、利子、手数料）を
管理することができます。

関連用語
貸付業者（Assignee） z�献 PRO]
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このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
ローン（rpk名：\mko\n）

支払期日
賃貸料の支払期日。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
資産の賃貸料（rpk名：\mAssetqent）

契約賃貸料（rpk名：\mbntrqent）

期間満了（dnd of term）
期間満了時には、借主は通常、リース物件の購入、返却、更新などのオプ
ションを選択することができます。

購入（買い取り）（ourchase）
大多数の契約書には、借主が公正な市場価格でリース物件を購入できるこ
と、またはしなければならないことが明記されています。この価格は、この
種のリース物件の通常の市場価格に基づいて貸主と借主の間で決定します。

通知（motification）
大多数の契約書には、リース物件のリース終了時に選択するオプション（更
新、返却、購入）を借主が貸主に前もって明白に通知することが義務付けら
れています。一般的に、貸主に事前の通知がない場合は、借主が追加の賃貸
料を支払わなければなりません。

Assetbenterには、資産のリース期間が満了間近であることをユーザに知らせ
るアラーム機能があります。

借主は、契約満了日、返却の通知日、購入の通知日、更新の通知日などの、
特定の日付に近づくとトリガされるアラームを作成できます。
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中途解約（darly termination）
リース期間中に、資産を他の業者に転売したり、資産の紛失、盗難、破損な
どの事故が発生したりすることがあります。この場合は、貸主に通知すると
直ちに賃貸料の金額に修正が加えられます（損失価額の定義を参照してくだ
さい）。

契約によっては、満了時より前にリース物件を返却できる場合もあります。
これは、借主が貸主に通知した場合、または契約で定義されている日付に実
行されます。この場合、借主は中途解約手数料という違約金を支払う必要が
あります。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
契約（rpk名：\mbontr\ct）

配賦
配賦は契約上資産の賃貸料の計算方法のPつです。

配賦を使用する場合、各資産の賃貸料用に同じ固定額を定義する必要があり
ます。

反意語
比例配分 z�献 PRP]

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
資産の賃貸料（rpk名：\mAssetqent）

契約賃貸料（rpk名：\mbntrqent）

利子
利子は、ローンの返済時に元金と手数料と共に返済額の一部を成します。
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このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
ローン（rpk名：\mko\n）

リース
リースには、長期レンタルや分割払い購入契約との類似点および相違点があ
ります。

いずれの場合でも賃貸料を支払いますが、以下の相違点があります。
• リース：リース契約では賃貸料支払いと違約金を計算するために、支払
期日を指定します。リース契約には色々な種類がありますが、いずれの
場合でも企業が備品を所有することによって生じるコストを回避できま
す。リースは特に、新型製品発売のサイクルが短いhs関係の資産を管理
する際に、解決策として使用されます。

• 長期レンタル：契約終了時に物件の買取オプションがないリース契約を
指します。後述の分割払い購入契約にはこの買取オプションがあります。

• 分割払い購入：分割払いで物件を購入する契約で、借主は支払い中に物
件を使用できます。

賃貸料（Rent）
賃貸料は、支払額と支払期限や周期によって決まります。

複数の賃貸料が存在する場合、主賃貸料と副賃貸料を区別します。

Assetbenterでは、契約に関する賃貸料の総額、契約に関連する資産の賃貸
料、および一時金を計算できます。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
資産の賃貸料（rpk名：\mAssetqent）

契約賃貸料（rpk名：\mbntrqent）
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一時金 （hnterim rent）
一時金は、資産を受領して承認した日から、賃貸契約期間の第P回目の主賃
貸料支払日までの期間を対象とします。

Pつの契約が複数の賃貸料（保険、レンタル、メンテナンスなど）に関連す
る場合もありますが、一時金は主賃貸料用にのみ存在します。

一時金の支払額は資産の受領承認日から計算します。

主賃貸料
複数の賃貸料が存在する場合、主賃貸料と副賃貸料を区別します。

リースタイプの契約に固有の一時金は、主賃貸料支払いにのみ適用されるた
め、リースでは主賃貸料の概念が重要になります。

ある賃貸料が契約上の主賃貸料である場合、この賃貸料は、この契約に関連
する全資産の主賃貸料になります。

資産P件につき、主賃貸料の支払はP件だけです。

一方、契約単位では主賃貸料の支払が複数存在する場合があります。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
資産の賃貸料（rpk名：\mAssetqent）

契約賃貸料（rpk名：\mbntrqent）

賃貸料の額
賃貸料の額は、賃貸料の値に料率をかけて計算します。

賃貸料の額は、資産賃貸料と契約賃貸料で使用されます。

次の用語と混同しないでください。
賃貸料の値 z�献 PRR]
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通知
大多数の契約書には、リース物件のリース終了時に選択するオプション（更
新、返却、購入）を、借主が貸主に前もって明白に通知することが条件付け
られています。

一般的に、貸主に事前の通知がない場合、借主は追加の賃貸料を支払わなけ
ればなりません。

Assetbenterには、資産のリース期間が満了間近であることをユーザに知らせ
るアラーム機能があります。

借主は、契約満了日、返却の通知日、購入の通知日、更新の通知日などの、
特定の日付に近づくとトリガされるアラームを作成できます。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
契約（rpk名：\mbontr\ct）

支払回数
賃貸料は、定期的な支払額と支払回数（周期）によって決まります。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
資産の賃貸料（rpk名：\mAssetqent）

契約賃貸料（rpk名：\mbntrqent）

貸付業者（Assignee）
リース物件の貸主は、設備資金を調達する目的で、借主の金銭債務に対する
権利を専門業者に譲渡することができます。

この業者は、通常貸付業者と呼ばれる金融業者です。

一般に借主は貸付業者にリース料を支払い、貸主は自分の契約義務を遂行し
ます。
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このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
契約（rpk名：\mbontr\ct）

比例配分
比例配分は契約上資産の賃貸料の計算方法のPつです。

比例配分モードを使用すると、比例配分値と呼ばれる参考値（購入価格、賃
貸料、市場価格など）に比例配分して賃貸料を計算できます。

例
比例配分による資産の賃貸料の計算式は以下のとおりです。

反意語
配賦 z�献 PQV]

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
資産の賃貸料（rpk名：\mAssetqent）

契約賃貸料（rpk名：\mbntrqent）

アプリケーションサービス
アプリケーションサービスとは、アプリケーションをローカルでインストー
ルせずに企業内で使用できるようにするサービスです。

アプリケーションは、アプリケーションサービスプロバイダ（Aro、Application
rervice orovider）と呼ばれる外部の会社にホストされます。

Aroはソフトウェア会社とユーザ間の仲介役をなし、定期利用契約を結んで
ユーザにアプリケーション利用のサービスを提供します。

オンラインでアプリケーションを使用することにより、アプリケーションの
メンテナンスとアップグレードを自動化できます。
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ユーザはインターネットまたはイントラネット経由でアプリケーションにア
クセスします。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
契約（rpk名：\mbontr\ct）

ローン返済明細
ローン返済明細はローン返済の期日を定義します。

返済期日は以下の要素から構成されています。
• 日付
• 元金
• 利子率
• 手数料額

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
ローン返済明細（rpk名：\mko\no\yment）

損失額（koss value）
借主は、資産を紛失または破損した場合に、通常、補償金を支払う義務があ
ります。

補償金の額は、紛失または破損した資産の価値によって決まります。一般
に、この損失価額は契約上で定義されます。

Assetbenterでは、リース期間の開始日から経過した時間と、破損または紛失
した資産のタイプに基づき、様々な方法で損失価額を計算できます。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
損失額（rpk名：\mkossu\lkine）

損失額の損失率（rpk名：\mkossu\lq\te）

損失率（rpk名：\mkossu\lqule）
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比例配分値
賃貸料を資産に配分するために、特定の基準値を使うことがあります。

この基準値を、「比例配分値」と呼びます。

比例配分値は、契約賃貸料のレベルで選択します。

比例配分方法では、資産の詳細画面内の値（購入価格、支払、市場価格な
ど）を使います。

契約の［支払］と比例配分値が既に指定されている場合に、資産の［支払］
（rpk名：mo\yments）を計算する式は次のとおりです。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
契約賃貸料（rpk名：\mbntrqent）

賃貸料の値
賃貸料の値は、賃貸料の額を計算するための基準値です。

賃貸料の値は、資産賃貸料と契約賃貸料で使用されます。

次の用語と混同しないでください。
賃貸料の額 z�献 PQX]

買取額
大多数の契約書には、借主が公正な市場価格でリース物件を購入できるこ
と、またはしなければならないことが明記されています。

この価格は、この種のリース物件の通常の市場価格に基づいて貸主と借主の
間で決定します。

同意語
期間満了（dnd of term） z�献 PQU]
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このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
資産（rpk名：\mAsset）

市場価格
資産の市場価格は、資産が資産のテーブル内に追加された時の市場価格を指
します。

新品の場合は購入価格、中古の場合は買い取り価格などになります。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
資産（rpk名：\mAsset）

初回金
どの種類の契約にも初回金が存在します。

リース契約の場合、初回金は一時金に相当します。

一般的に、一時金の支払額は資産の受領承認日から計算します。

同意語
一時金 （hnterim rent） z�献 PQX]

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
資産（rpk名：\mAsset）
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メニューとタブページ（契約）
契約モジュールのデータには、以下のメニュー、タブ、リンク、およびフィー
ルドからアクセスできます。

表 9MPM メニューとタブページ（契約） L 一覧

関連するマニュア
ルの章

専用のタブ、
フィールドまたは
リンク

アクセスするテー
ブル（テーブル名
とrpk名）

サブメニュー

［ファイル］メニュー
マニュアル『はじ
めに』の「ユーザ
のコンピュータで
AssetCenterをカスタ
マイズする」の
章、「モジュール
を起動する」の節
を参照してくださ
い。

mNAライセンスファイ
ルで許可されてい
れば契約モジュー
ルを選択／非選択
できます。

以下のモジュール
が非表示の場合
に、このメニュー
を使用します。

モジュールの起動

�参考情報（契約）9
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関連するマニュア
ルの章

専用のタブ、
フィールドまたは
リンク

アクセスするテー
ブル（テーブル名
とrpk名）

サブメニュー

［契約］メニュー
本マニュアル全体すべて契約（\mbontr\ct）契約
アプリケーション
サービス z�献 POX]

すべて契約（\mbontr\ct）アプリケーション
サービス

契約のタイプ
z�献 PT]

すべて契約（\mbontr\ct）一括発注G複数)

［オプション］タ
ブページ：コメン
ト以外のすべての
情報。 z�献 RU]

すべて契約（\mbontr\ct）マスターリース

［オプション］タ
ブページ：コメン
ト以外のすべての
情報。 z�献 RU]

すべて契約（\mbontr\ct）「リース明細」タイ
プの契約

資産を返却する
z�献 UV]

すべて返却
（\mqeturndnv）

返却 L 期間満了

［ポートフォリオ］メニュー
マニュアル『ポー
トフォリオ』の
「ポートフォリオ
品目」の章、「属
性」の節を参照し
てください。

• ［作成］
（sea\sis）

• ［契約のタイ
プ］フィールド
（sebntrsype）

属性（\mm\ture）属性

マニュアル『ポー
トフォリオ』の
「ポートフォリオ
品目」の章、「モ
デル」の節を参照
してください。

［全般］タブペー
ジ内のフィールド
の一部

モデル（\mlodel）モデル

リース L リース資産
z�献 TR]

• ［取得］タブ
ページ内の大部
分

• ［支払］タブ
ページ

• ［契約］タブ
ページ

資産（\mAsset）資産とロット
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関連するマニュア
ルの章

専用のタブ、
フィールドまたは
リンク

アクセスするテー
ブル（テーブル名
とrpk名）

サブメニュー

契約に関する連絡
先 z�献 QS]

• ［アプリケー
ションサービ
ス］タブページ

• ［契約］タブ
ページ

従業員
（\mdmplcept）

部署と従業員

［契約］タブペー
ジ

従業員グループ
（\mdmplfroup）

グループ

契約に関する連絡
先 z�献 QS]

［契約］タブペー
ジ

サプライヤ
（\mbomp\ny）

サプライヤ

［ツール］メニュー
レポートと書式
（契約） z�献 PTP]

mNAレポート
（\mqeport）

レポート機能／レ
ポート

レポートと書式
（契約） z�献 PTP]

mNA内部用書式
（\meorm）

レポート機能／書式

アクションとウィ
ザード（契約）
z�献 PSX]

mNAアクション
（\mAction）

アクション／編集

アクションとウィ
ザード（契約）
z�献 PSX]

mNAコンテキストアク
ションまたはコン
テキスト外アク
ションにアクセス
できます。

選択されたアク
ションをトリガし
ます。

アクション／[アク
ションの名前]

ツールバーのアイ
コン（契約）
z�献 PRW]

リースカテゴリツールバーのアイ
コンを表示／非表
示にします。

ツールバーのカスタ
マイズ

［管理］メニュー
マニュアル『はじ
めに』の「レコー
ドリスト」の章、
「リストを使う」
の節を参照してく
ださい。

mNAメニューからアク
セスできないテー
ブルを表示しま
す。

このようなテーブ
ルは直接変更して
はならないため、
管理者のみが同メ
ニューにアクセス
できます。

画面一覧
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関連するマニュア
ルの章

専用のタブ、
フィールドまたは
リンク

アクセスするテー
ブル（テーブル名
とrpk名）

サブメニュー

リストデータ（契
約） z�献 PSV]

mNAリストデータ
（\mhtemizedkist）

リストデータ

カウンタ（契約）
z�献 PSX]

mNAカウンタ
（\mbounter）

カウンタ

ツールバーのアイコン（契約）
ツールバーに表示されるアイコンの中には、契約モジュールに固有のものが
あります。

アイコンのリストを表示して、ツールバーに追加するには、次の手順に従い
ます。
P ［ツール／ツールバーのカスタマイズ］メニューを選択します。
2 ［ツール］タブを選択します。
R ［カテゴリ］のリストから［リース］を選択します。

ツールバーのカスタマイズに関する詳細は、マニュアル『はじめに』の「ユー
ザのコンピュータでAssetCenterをカスタマイズする」の章、「ツールバーを
カスタマイズする」の節を参照してください。

インタフェースのオプション（契約）
契約モジュール用の一般的なオプションはありません。

テーブル（契約）
契約モジュールでは、以下のテーブルを使用します。

表 9MQM テーブル（契約）L 一覧

関連するマニュアルの章テーブルにアクセスするた
めに使用するメニュー

テーブル名とrpk名

契約モジュールに直接関連するテーブル
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関連するマニュアルの章テーブルにアクセスするた
めに使用するメニュー

テーブル名とrpk名

契約賃貸料の計算z�献 PW]

リース L 賃貸料 z�献 VV]

［ポートフォリオ／資産と
ロット］の［賃貸料］タブ

［管理／画面一覧］

資産の賃貸料
（\mAssetqent）

契約が伴う資産の管理
z�献 PV]

リース L リース資産
z�献 TR]

［ポートフォリオ／資産と
ロット］の［契約］タブ

［管理／画面一覧］

契約上の資産
（\mAstbntrcesc）

資産を返却する z�献 UV]［契約／返却 L 期間満了］返却（\mqeturndnv）
資産の賃貸料を計算する
z�献 WO]

なし資産賃貸料の支払
（\mAstqntdxpkin）

このアプリケーションサー
ビスの管理アクション
z�献 PPU]

［契約／契約］の［従業
員］タブ

［契約／アプリケーション
サービス］の［従業員］タ
ブ

［契約／一括発注］の［従
業員］タブ

［契約／マスターリース］
の［従業員］タブ

［契約／リース明細］の
［従業員］タブ

［管理／画面一覧］

契約に含まれる従業員
（\mbntrdmpl）

マニュアル『ポートフォリ
オ』の「作業指示とプロ
ジェクト」の章、「プロ
ジェクト」の節を参照して
ください。

［ポートフォリオ／プロ
ジェクト］の［契約］タブ

［管理／画面一覧］

プロジェクトに割り当てら
れた契約
（\mbntrorojcesc）

契約賃貸料の計算z�献 PW]

リース L 賃貸料 z�献 VV]

［契約／契約］の［賃貸
料］タブ

［契約／一括発注］の［賃
貸料］タブ

［契約／リース明細］の
［賃貸料］タブ

［管理／画面一覧］

契約賃貸料（\mbntrqent）

定期的な賃貸料にリンクし
た経費明細の作成z�献 POU]

［管理／画面一覧］契約賃貸料の支払
（\mbntrqntdxpkin）
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関連するマニュアルの章テーブルにアクセスするた
めに使用するメニュー

テーブル名とrpk名

契約 z�献 PT]

リース L 概要 z�献 QV]

リース L 実用例 z�献 RV]

［契約／契約］

［契約／アプリケーション
サービス］

［契約／一括発注］

［契約／マスターリース］

［契約／リース明細］

契約（\mbontr\ct）

契約に関連するローン
z�献 QP]

［契約／契約］の［ロー
ン］タブ

［契約／一括発注］の
［ローン］タブ

［契約／リース明細］の
［ローン］タブ

［管理／画面一覧］

ローン（\mko\n）

契約に関連するローン
z�献 QP]

［契約／契約］の［リー
ス］タブの［規則］フィー
ルド（kossu\lqule）

［契約／マスターリース］
の［リース］タブの［規
則］フィールド
（kossu\lqule）

［契約／リース明細］の
［リース］タブの［規則］
フィールド（kossu\lqule）

［管理／画面一覧］

ローン返済明細
（\mko\no\yment）

損失額の計算規則を定義す
るz�献 VO]および損失額を
計算する z�献 VQ]

［管理／画面一覧］損失額（\mkossu\lkine）
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関連するマニュアルの章テーブルにアクセスするた
めに使用するメニュー

テーブル名とrpk名

損失額の計算規則を定義す
るz�献 VO]および損失額を
計算する z�献 VQ]

［契約／契約］の［リー
ス］タブの［規則］フィー
ルド（kossu\lqule）、規
則の詳細画面

［契約／マスターリース］
の［リース］タブの［規
則］フィールド
（kossu\lqule）、規則の
詳細画面

［契約／リース明細］の
［リース］タブの［規則］
フィールド
（kossu\lqule）、規則の
詳細画面

［管理／画面一覧］

損失額の損失率
（\mkossu\lq\te）

損失額の計算規則を定義す
るz�献 VO]および損失額を
計算する z�献 VQ]

［契約／契約］の［リー
ス］タブの［規則］フィー
ルド（kossu\lqule）

［契約／マスターリース］
の［リース］タブの［規
則］フィールド
（kossu\lqule）

［契約／リース明細］の
［リース］タブの［規則］
フィールド（kossu\lqule）

［管理／画面一覧］

損失率（\mkossu\lqule）

業者の連絡先 z�献 QS]［契約／契約］の［連絡
先］タブ

［契約／一括発注］の［連
絡先］タブ

［契約／マスターリース］
の［連絡先］タブ

［契約／リース明細］の
［連絡先］タブ

［管理／画面一覧］

業者（\mshirdo\rty）

契約モジュールに間接的に関連するテーブル
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関連するマニュアルの章テーブルにアクセスするた
めに使用するメニュー

テーブル名とrpk名

契約が伴う資産の管理
z�献 PV]

リース L リース資産
z�献 TR]

［ポートフォリオ／資産と
ロット］

資産（\mAsset）

マニュアル『カタログ』を
参照してください。

［調達／カタログ］カタログ（\mb\t\log）

リース明細に資産を追加す
る z�献 TR]

［調達／発注と見積］発注（\mnrder）

リース明細に資産を追加す
る z�献 TR]

［調達／購入依頼］依頼（\mqequest）

リース明細に資産を追加す
る z�献 TR]

［調達／サプライヤの請求
書］の［明細］タブ

請求明細（\mhnvoicekine）

マニュアル『ポートフォリ
オ』の「概要」の章、
「ポートフォリオ品目の主
要テーブル」の節を参照し
てください。

［ポートフォリオ／場所］場所（\mkoc\tion）

基本情報 z�献 PPP]［ポートフォリオ／モデ
ル］

モデル（\mlodel）

マニュアル『ポートフォリ
オ』の「ポートフォリオ品
目」の章、「属性」の節を
参照してください。

［ポートフォリオ／属性］属性（\mm\ture）

マニュアル『ポートフォリ
オ』の「概要」の章、
「ポートフォリオ品目の主
要テーブル」の節を参照し
てください。

［ポートフォリオ／部署と
従業員］

従業員（\mdmplcept）

マニュアル『主要テーブ
ル』の「サプライヤ」の章
を参照してください。

［ポートフォリオ／サプラ
イヤ］

サプライヤ（\mbomp\ny）

テーブル間の依存関係（契約）
契約モジュールでは、Assetbenterデータベースの数多くのテーブルを使用し
ます。これらのテーブル間には多数のリンクが存在するため、テーブルの入
力順を最適化することをお奨めします。
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以下で記述する入力順に必ずしも従う必要はありません。Assetbenterでは、
リンクするテーブルで欠けているレコードを必要に応じて作成することがで
きます。

例

コストカテゴリを契約の前に作成しておくことをお奨めします。しかし契約
の詳細画面に入力する際に、コストカテゴリを仮作成することも可能です。
この場合多数のリンクするウィンドウに入力する必要があるため、操作は困
難になります。

以下の表にリンクされているテーブルの一覧とレコードの能率的な入力順を
示します。

契約モジュールに直接リンクしている二次的なテーブルはここでは省略しま
す。主テーブルでレコードが作成されると、これらのテーブルに自動的に値
が入力されます。

表 9MRM テーブル間の依存関係（契約）L 表

コメント前もって入力する
必要のあるテーブ
ル（テーブル名と
rpk名）

テーブル（テーブ
ル名とrpk名）

どのリストデータを入力するかについて
は、 リストデータ（契約）z�献 PSV]を
参照してください。

なしP リストデータ
（\mhtemizedkist）

マニュアル『ファ
イナンス』を参照
してください。

P コストカテゴリ
（\mbostb\tegory）

2 コストセンタ
（\mbostbenter）

［作成］フィールド（sea\sis）に「契
約」を入力し、［契約のタイプ］フィー
ルド（sebntrsype）に値を入力します。

マニュアル『ポー
トフォリオ』を参
照してください。

P 属性
（\mm\ture）

マニュアル『ポー
トフォリオ』を参
照してください。

P モデル
（\mlodel）
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コメント前もって入力する
必要のあるテーブ
ル（テーブル名と
rpk名）

テーブル（テーブ
ル名とrpk名）

マニュアル『主要
テーブル』を参照
してください。

P 国
（\mbountry）

2 場所
（\mkoc\tion）

R 従業員
（\mdmplcept）

S 従業員グループ
（\mdmplfroup）

マニュアル『主要
テーブル』を参照
してください。

P サプライヤ
（\mbomp\ny）

2 契約
（\mbont\ct）

マニュアル『ファ
イナンス』を参照
してください。

P 税区分
（\ms\xiuris）

2 税金の計算式
（\ms\xeormul\）

これは一括発注タイプの契約の前提条件
になります。この種の契約は発注のテー
ブル（\monrder）のレコードを参照しま
す。

マニュアル『調
達』を参照してく
ださい。

P 発注
（\mnrder）

マニュアル『ポー
トフォリオ』を参
照してください。

P 資産
（\mAsset）
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コメント前もって入力する
必要のあるテーブ
ル（テーブル名と
rpk名）

テーブル（テーブ
ル名とrpk名）

• コストカテゴリ
（\mbostb\tegory）

• コストセンタ
（\mbostbenter）

• モデル
（\mlodel）

• 場所
（\mkoc\tion）

• 従業員
（\mdmplcept）

• 従業員グループ
（\mdmplfroup）

• サプライヤ
（\mbomp\ny）

• 契約
（\mbont\ct）

• 発注
（\mnrder）

• 資産
（\mAsset）

P 契約
（\mbontr\ct）

• サプライヤ
（\mbomp\ny）

• 契約
（\mbont\ct）

• 契約
（\mbontr\ct）

P 業者
（\mshirdo\rty）

• 資産
（\mAsset）

• 契約
（\mbontr\ct）

P 契約上の資産
（\mAstbntrcesc）
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コメント前もって入力する
必要のあるテーブ
ル（テーブル名と
rpk名）

テーブル（テーブ
ル名とrpk名）

• コストカテゴリ
（\mbostb\tegory）

• コストセンタ
（\mbostbenter）

• 税区分
（\ms\xiuris）

• 税金の計算式
（\ms\xeormul\）

P 契約賃貸料
（\mbntrqent）

• コストカテゴリ
（\mbostb\tegory）

• コストセンタ
（\mbostbenter）

• サプライヤ
（\mbomp\ny）

• 資産
（\mAsset）

• 契約
（\mbontr\ct）

P ローン
（\mko\n）

2 ローン返済明細
（\mko\no\yment）

• 契約
（\mbontr\ct）

P 損失率
（\mkossu\lqule）

2 損失額の損失率
（\mkossu\lq\te）

R 損失額
（\mkossu\lkine）

• コストカテゴリ
（\mbostb\tegory）

• コストセンタ
（\mbostbenter）

• 税区分
（\ms\xiuris）

• 税金の計算式
（\ms\xeormul\）

• 資産
（\mAsset）

• 契約賃貸料
（\mbntrqent）

P 資産の賃貸料
（\mAssetqent）
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コメント前もって入力する
必要のあるテーブ
ル（テーブル名と
rpk名）

テーブル（テーブ
ル名とrpk名）

• 契約
（\mbontr\ct）

• 従業員
（\mdmplcept）

P 契約に含まれる
従業員
（\mbntrdmpl）

• 場所
（\mkoc\tion）

• サプライヤ
（\mbomp\ny）

• 契約
（\mbont\ct）

• 資産
（\mAsset）

• 国
（\mbountry）

• 契約
（\mbontr\ct）

P 返却
（\mqeturndnv）

リース契約で取得された資産の依頼、発
注、受領に関連します。

マニュアル『調
達』を参照してく
ださい。

P 依頼
（\mqequest）

2 依頼明細
（\mqeqkine）

R 発注
（\mnrder）

S 発注明細
（\monrdkine）

T 受領
（\mqeceipt）

U 受領明細
（\mqeqkine）

リストデータ（契約）
フィールドに値を入力する際に、リストから値を選択する場合があります
（リストデータ）。

［管理／リストデータ］メニューを選択して［リストデータ］（rpk名：
\mhtemizedkist）テーブルを表示します。
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契約モジュール専用のリストデータは以下の表のとおりです。

表 9MSM リストデータ（契約）L 一覧

フィールドが属するテーブル
（テーブル名とrpk名）

リストデータを使って入力する
フィールド（フィールド名と
rpk名）

リストデータの
識別子

契約に含まれる従業員
（\mbntrdmpl）

プロファイル（orofile）\mAspbntrorofile

契約（\mbontr\ct）条件（Assignbond）\mAssignbond
契約（\mbontr\ct）属性（m\ture）\mbntrm\ture
契約（\mbontr\ct）ステータス（rt\tus）\mbntrrt\tus
ローン（\mko\n）変動為替（elo\tingq\te）\melo\tingq\te
契約（\mbontr\ct）条件（kossbond）\mkossbond
契約（\mbontr\ct）購入オプションのタイプ

（ourchnptsype）
\mourchnptsype

契約（\mbontr\ct）更新オプションのタイプ
（qennptsype）

\mqennptsype

契約（\mbontr\ct）返却オプションのタイプ
（qetnptsype）

\mqetnptsype

契約（\mbontr\ct）アップグレードオプションのタ
イプ（tpgnptsype）

\mtpgnptsype

リストデータの詳細に関しては、マニュアル『AssetCenterの高度な使い方』
の「リストデータ」の章を参照してください。

特殊フィールド（契約）
契約モジュールでは、特殊フィールドを使用しません。

［管理／特殊フィールド］メニューを選択して［特殊フィールド］（rpk
名：\mb\lceield）テーブルを表示します。

リストデータの詳細に関しては、マニュアル『AssetCenterの高度な使い方』
の「特殊フィールド」の章を参照してください。

スクリプトの詳細に関しては、マニュアル『AssetCenterの高度な使い方』の
「スクリプト」の章を参照してください。

Aohの使用に関する情報は、マニュアル『プログラマーズリファレンス』を
参照してください。
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カウンタ（契約）
契約モジュールでは、以下のカウンタを使用します。

これらのカウンタは、特定のフィールドのデフォルト値で使用されていま
す。

［管理／カウンタ］メニューを選択して［カウンタ］（rpk名：\mbounter）
テーブルを表示します。

契約モジュールに直接関連するカウンタは以下のとおりです。

表 9M5M カウンタ（契約）L 一覧

カウンタを使用するフィー
ルド（フィールド名とrpk
名）

カウンタを使用するテーブ
ル（テーブル名とrpk名）

カウンタのrpk名

コード（bode）ローン（\mko\n）\mko\n_bode
参照番号（qef）契約（\mbontr\ct）\mbontr\ct_qef

カウンタの詳細については、マニュアル『管理』の「データベースのカスタ
マイズ」の章、「フィールドのデフォルト値のカウンタ」の節を参照してく
ださい。

アクションとウィザード（契約）
専門分野データには契約モジュール用アクションが含まれています。

実際のデータベース内にアクションをインポートした後、以下の手順に従っ
て契約モジュールを識別します。
P アクションのリストを表示します（［ツール／アクション／編集］メ
ニュー）。

2 リスト画面で右クリックします。
R ［リストの設定］メニューを選択します。
S リンク［属性］（rpk名：m\ture）をリストの列見出しに追加します。
T ［nK］をクリックします。
U リストを［属性］列で並べ替えます。
V 契約モジュールのレポートは、ars_Aroとars_CnmsRACs属性で識別
されます。

一部のアクションは本マニュアル内で説明されています。
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表 9M6M アクションとウィザード（契約） L 一覧

関連するマニュア
ルの章

アクションのコン
テキスト（テーブ
ルのrpk名）

アクショ
ンのタイ
プ

アクションのrpk
名

アクショ
ン名

このアプリケー
ションサービスの
管理アクション
z�献 PPU]

契約に含まれる従
業員
（\mbntrdmpl）

実行可能
ファイル

bonnectsoAdminAccntアプリ
ケーショ
ンサービ
スの管理

アプリケーション
サービスに接続ア
クション z�献 PPU]

契約に含まれる従
業員
（\mbntrdmpl）

実行可能
ファイル

bonnectsoArorerviceアプリ
ケーショ
ンサービ
スに接続

テクニカルサポー
トに電子メールを
送信アクション
z�献 PPU]

契約（\mbontr\ct）実行可能
ファイル

l\ilsorupportテクニカ
ルサポー
トに電子
メールを
送信

［ツール／アクション／編集］メニューを選択して［アクション］（rpk
名：\mAction）テーブルを表示します。

リストデータの詳細に関しては、マニュアル『AssetCenterの高度な使い方』
の「アクション」の章を参照してください。

新規のアクションを作成することもできます。

AssetCenter rerverモジュール（契約）
Assetbenter rerverの以下のモジュールは、契約モジュールで使用されます。
• 規定の損失額の計算
• 賃貸料の計算

これらのモジュールの詳細については、マニュアル『管理』の「AssetCenter
rerver」の章の、「AssetCenter rerverでモニタするモジュールを設定する」を
参照してください。

システムデータと専門分野データ（契約）
Assetbenterは、以下の標準データパッケージと共に提供されています。

これらのデータパッケージは、以下のQグループに分類できます。
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• システムデータ：Assetbenterの使用に必須のデータ
• 専門分野データ：必要に応じて、実際のデータベースに挿入するデータ

このデータは、機能別に分類されています。
• サンプルデータ：Assetbenterの使用に慣れるために便利なデータ

契約モジュールに関連するシステムデータ
システムデータには、契約モジュール専用のデータは含まれていません。

契約モジュールに関連するサンプルデータ
サンプルデータは、契約モジュールに関連するデータをレポートのテーブル
（\mqeport）内に含んでいます。

契約モジュールに関連するサンプルデータは、Assetbenterと共にインストー
ルされるデモ用データベースに自動的に含まれます。

契約モジュールに関連するサンプルデータを実際のデータベースでも使用す
るには、Assetbenter c\t\b\se Administr\torでこれを指定する必要があります。

契約モジュールに関連する専門分野データ
専門分野データは、契約モジュール用に以下のテーブルのデータを含んでい
ます。
• リストデータ（rpk名：\mhtemizedkist）
• 任意管理項目（rpk名：\mee\ture）
• アクション（rpk名：\mAction）
• ワークフローに関するテーブル
• アプリケーションのオプション（rpk名：\mnption）

契約モジュールに関連する専門分野データは、Assetbenterと共にインストー
ルされるデモ用データベースに自動的に含まれます。

契約モジュールに関連する専門分野データを実際のデータベースでも使用す
るには、Assetbenter c\t\b\se Administr\torでこれを指定する必要があります。

レポートと書式（契約）
Assetbenterには書式とレポートが付属しています。一部の書式とレポートは
契約モジュールに関連しています。

レポートと書式をデータベースで使用できるようにするには、Assetbenter
c\t\b\se Administr\torでレポートと書式をインポートする必要があります。
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契約モジュールに関連するレポートのインポートと識別
レポートのインポートの詳細については、マニュアル『AssetCenterの高度な
使い方』の「Crystal Reports」の章「レポート作成プログラムの操作とインス
トール」の「既製のCrystal Reportsレポートを実際に使用するデータベースに
インストールする」の節を参照してください。

契約モジュールに関連するレポートを識別する方法については、『AssetCenter
の高度な使い方』の「Crystal Reports」の章、「モジュールに関連するCrystal
レポートの識別」の節を参照してください。

契約モジュールに関連する書式のインポートと識別
書式のインポートの詳細については、マニュアル『AssetCenterの高度な使い
方』の「書式」の章、「既製の書式を実際に使用するデータベースにインス
トールする」の節を参照してください。

契約モジュールに関連する書式を識別する方法については、『AssetCenterの
高度な使い方』の「書式」の章、「モジュールに関連する書式の識別」の節
を参照してください。

自動アクション（契約）
Assetbenterがバックグラウンドで実行する自動プロセスに関する情報につい
ては、マニュアル『データベース構造』を参照してください。同マニュアル
で記述されている各テーブルの章ごとに、「自動プロセス」という節があり
ます。

Aoh（契約）
契約モジュールに関連するAssetbenter Aohはありません。

Assetbenter Aohの一覧および説明については、『プログラマーズリファレン
ス』を参照してください。

ビュー（契約）
契約モジュール用のデフォルトのビューはありません。

ビューの詳細に関しては、マニュアル『はじめに』の「ビューの使用方法」
の章を参照してください。
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その他のマニュアル（契約）
本マニュアルには、契約モジュールに直接関連する情報のみが記載されてい
ます。

本マニュアルに加えて、以下のマニュアルを参照することをお奨めします。

表 9MVM その他のマニュアル（契約） L 一覧

AssetCenterのインストール先
フォルダにおけるパス

フォー
マット

内容マニュアル名

\doc\pdf\hnst\ll\tionIMpdf印刷版• Assetbenterのイ
ンストール

インストール
\doc\chm\inst\llIMchmオンライ

ン
\doc\pdf\bommons\blesIMpdf印刷版• 部署と従業員

• 従業員グループ
• 場所
• サプライヤ
• 連絡先
• 国

主要テーブル
\doc\chm\commonIMchmオンライ

ン

\doc\pdf\tserhnterf\ceIMpdf印刷版• ソフトウェアの
一般的なth情報

はじめに
\doc\chm\userintIMchmオンライ

ン
\doc\pdf\oortfolioIMpdf印刷版• 属性

• モデル
• 資産

ポートフォリオ
\doc\chm\portfolIMchmオンライ

ン

\doc\pdf\Administr\tionIMpdf印刷版• リストデータ
• フィールドのカ
スタマイズ

データベース管理
\doc\chm\\dminIMchmオンライ

ン
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AssetCenterのインストール先
フォルダにおけるパス

フォー
マット

内容マニュアル名

特定のフィールドまたはリン
クを選択してから、以下の操
作のうちPつを行います。
• 右クリックして、［フィー
ルドのヘルプ］メニューを
選択します。

• キーボードで［rhift＋eP］
キーを押します。

• ［ヘルプ／フィールドのヘ
ルプ］メニューを選択しま
す。

オンライ
ン

• データベースの
フィールドとリ
ンクの説明

フィールドおよび
リンクに関する状
況依存ヘルプ

• doc\infos\d\t\b\seMtxt
• \infos\t\blesMtxt

テキスト
ファイル

• データベースの
テーブル、
フィールド、リ
ンク、インデッ
クスの一覧

• Assetbenterが自
動的にトリガす
るエージェント

データベース構造

\doc\chm\dbstructIMchmオンライ
ン

特定のフィールドまたはリン
クを選択してから、以下の操
作のうちPつを行います。
• キーボードで［eP］キーを
押します。

• ［ヘルプ／インデックス］
メニューを選択します。

オンライ
ン

• アプリケーショ
ンの全機能

オンラインヘルプ

\doc\pdf\ein\nci\lsIMpdf印刷版• コストカテゴリ
• コストセンタ
• 税区分
• 税金の計算式

ファイナンス
\doc\fin\nceIMchmオンライ

ン

\doc\pdf\orocurementIMpdf印刷版• 発注
• 依頼
• 受領

調達
\doc\procurIMchmオンライ

ン
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ワークフローチャート（契約）
専門分野データには、契約モジュール用のワークフローチャートが含まれて
います。

実際のデータベース内にワークフローチャートをインポートした後、以下の
手順に従って契約モジュールを識別します。
P ワークフローチャートのリストを表示します（［ツール／ワークフロー
／ワークフローチャート］）。

2 リスト画面で右クリックします。
R ［リストの設定］メニューを選択します。
S ［実行グループ］（rpk名：froupm\me）リンクをリストの列見出しに追
加します。

T ［nK］をクリックします。
U リストを［実行グループ］列で並べ替えます。
V 契約モジュールのワークフローチャートは、ars_Aroとars_CnmsRACs
実行グループで識別されます。

一部のワークフローチャートは本マニュアル内で説明されています。

表 9M8M ワークフローチャート（契約） L 一覧

関連するマニュアルの章開始オブジェク
トのコンテキス
ト

ワークフロー
チャートの参照
番号

ワークフロー
チャート名

ユーザアカウントの管理ワーク
フロー z�献 PPV]

契約に含まれる
従業員
（\mbntrdmpl）

AroOOQユーザアカウン
トの管理

アプリケーションサービスの賃
貸料計算ワークフロー z�献 PQP]

契約賃貸料
（\mbntrqent）

AroOOPアプリケーショ
ンサービスの賃
貸料の計算

［ツール／ワークフロー／ワークフローチャート］メニューで、［ワークフ
ローチャート］（\mvfrcheme）テーブルを表示します。

ワークフローチャートの詳細に関しては、『AssetCenterの高度な使い方』の
「ワークフロー」の章を参照してください。
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アイコン, PRW
アクション, PSX
アプリケーションサービス
アクション, PPT
ワークフロー, PPT
管理, PPT
従業員, PPR
詳細, PPO
条件, PPR
定義, PRP
導入, PPO
例, POX
［全般］タブ, PPQ

アプリケーションサービスに接続（アクショ
ン）, PPU
アプリケーションサービスの賃貸料の計算
（ワークフロー）, PQP
インタフェース L オプション, PRW
ウィザード, PSX
カウンタ, PSX
コスト G参考 リース費用)
コストセンタ, POV
このアプリケーションサービスの管理（アク
ション）, PPU
サイクル（タブ）, VO
サンプルデータ, PTO
システムデータ, PTO
シリアル番号, TX
すべての資産に比例配分（オプション）, UO

タブ, PRT
ツール, PRW , PRW
ツールバー, PRW
テーブル, PRW
関係, PSQ
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